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綱  領 
商工会議所青年部は 

地域社会の健全な発展を図る商工会議所活動の一翼を担い 

次代への先導者としての責任を自覚し 

地域の経済的発展の支えとなり 

新しい文化的創造をもって 

豊かで住みよい郷土づくりに貢献する 
きょうど 

せんどうしゃ 

指  針 
われわれ青年部は 

一、地域を支える青年経済人として 先導者たる気概で研鑽に努めよう 

一、国際社会の一員であるべき 国際人としての教養を高めよう 

一、豊かな郷土を築くために 創意と工夫 勇気と情熱を傾けよう 

一、文化を伝承しつつ 新しい文化の創造に向かって歩を進めよう 

一、行動こそ時代を先駆けるべき青年の責務と信じ 力を合わせ 国の 

  礎となろう 

ほ 

いしずえ 

YEGとは
これまで日本各地で広く使用されている CCI（CHAMBER OF 
COMMERCE & INDUSTRY）を中心に、その下にゴシック体でデザインし
た商工会議所青年部の愛称 YEG を配したシンプルで馴染み易いデザイン
となっています。愛称名 YEG は商工会議所青年部の英語名（Young 
Entrepreneurs Group）の頭文字をとったものですが、同時に商工会議所青
年部の持つコンセプト（若さ、情熱、広い視野をもった経営者・YOUTH 
ENERGY GENERALIST）を表しています
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ごあいさつ
「Pass the BATON」

　前橋商工会議所青年部「緑水会」は、この度、創立35周年を迎えることができました。このよ

うにすばらしい会を作られ、そして、歴史を連綿と紡いでいただいたことに対しまして、全て

の先輩方に敬意を表するとともに、ご協力をいただいた前橋商工会議所、前橋市と前橋市民の

皆様そして、全国YEGのメンバーの皆様をはじめとする多くの関係者の方々に対して、現会員

105名とともに心より感謝の意を表します。

 そして、この喜びと感謝の気持ちは同時に、我々現会員へ使命感を認識させるものと言えます。

あらためて、先人が積みあげた歴史の重みを噛み締め、この先、この素晴らしい会をさらに発

展継続させていくことが我々の責務と考えています。

そこで、「Pass the BATON」を合言葉に、会員相互で価値観を再認識し、今の我々の活動の大切

さを知り、絆の力を強め、未来に向かって歩み始める年にしたいと考えています。

　昨年の東日本大震災と、これに伴う福島第一原発の事故により、国民的な感心が急激に高ま

った、日本国土の防災と日本のエネルギー供給の問題は、国民生活や企業活動への深刻な影響

を与えかねない、いままさに直面する課題として提起されました。また、遠からぬ先に現実と

なる超高齢化社会の問題は、税と福祉の抜本的な改革を迫る喫近の課題となっています。さら

に、国際的な政治経済についても、いわゆる2012年問題から始まり、EUや中東の諸問題など、

不安定な要素が多く、安穏としていられる状況にはありません。我々緑水会メンバーもまなじ

りを決して、この状況に立ち向かうべき時に来ていると感じます。

　そこで、「Pass the BATON」。バトンをただ渡すのではなくて、繋がりを感じ、価値観を共有

することです。それは、自分たちの活動に対する責任感、繋いでいく使命感、そして、YEGの一

体感の輪を力強く広げるバトンです。

　したがって、当会、当会員も、次なる40周年に向けては、より一層の努力が必要だといえます。

私は緑水会の存在意義、目的は、「会員それぞれの企業の発展と前橋市の活性化を両輪ととら

え活動し、その活動を通じての会員自らの成長の場である」と考えます。会員それぞれが個人

的には自らの依って立つ企業の発展を、また、地元の青年経済人としては地域社会の発展のた

め地に足をつけた努力をと、そうした力を結集し緑水会の力をつけること、それが前橋市の活

性化につながることだと思っています。

 さて、平成27年には、日本YEG発祥の地である前橋市が日本商工会議所青年部(日本YEG)主催

で日本全国400余の各青年部の会長が集う「全国会長研修会前橋会議」の予定地に決まりまし

た。これを成功させるべく、今年度よりその準備を進めていきたいと考えています。

 そして、35周年という節目である本年は、前橋市も市制施行120周年を迎えます。我々前橋市に

基盤を置いて経済活動を行っている会員として、市制が施行された当時の前橋の経済人の姿

に学ぶとともに、35年前にこの緑水会を創りあげていただいた諸先輩方の心意気に学び、より

緑水会の発展と前橋市の発展のため一層努力して参るつもりです。

具体的には、今年は中心商店街活性化を目的とするイベントの開催を企画しております。

　結びに、会員の皆様と関係各位のますますのご活躍を心より、ご祈念申し上げますとともに、

今後も変わらぬご支援とご協力を申し上げ、ごあいさつとさせていただきます。今後も「前橋

商工会議所青年部・緑水会」をどうぞよろしくお願い申し上げます。

代表幹事

前橋商工会議所青年部

町田　憲昭
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前橋商工会議所青年部
　　　　　創立35周年を祝して
　前橋商工会議所青年部が創立３５周年を迎えられましたことを、心からお祝い申し上げます。
貴青年部は、昭和５２年６月の創立以来、前橋の若き経済人研鑚の場として、地元経済の発展や
社会福祉の増進に大きく寄与されてきました。また、前橋まつりや前橋花火大会などの行事の運
営にも携わるなど、地域活性化の原動力として、住みよいまちづくりに貢献してこられました。
企業の発展、地域経済の活性化と魅力ある郷土づくりを通じ、会員の資質向上を目指すという貴
青年部の理念と活動は、３５年の歳月を経た今でも色褪せることなく続いております。これもひ
とえに、歴代代表幹事さんを始め、役員・会員皆様のご尽力のたまものと改めて敬意を表する次
第であります。
　さて、本県経済は昨年発生した東日本大震災や原発事故の風評被害、電力不足等により、かつ
てない厳しい状況に直面いたしました。さらに、歴史的な円高等により経済活力や雇用にも影響
が及び、産業の空洞化が懸念されるなど、先行きはなお不透明な状況にあります。
県といたしましても、皆様が安心して経済活動に専念できるよう、新しい総合計画「はばたけ群
馬プラン」において｢産業活力の向上･社会基盤づくり｣を目標に掲げており、その実現に向け着
実に施策を推進してまいります。
　さらに、地域経済を支える中小企業が元気であることが不可欠であるという認識の下、昨年６
月に制定した「群馬県中小企業憲章」の理念に基づき、きめ細かい中小企業振興施策に積極的に
取り組んでまいる所存です。
　現下の厳しい経済状況を乗り越えるためには、貴青年部を始めとした若い世代の柔軟で迅速
な行動が不可欠であります。創立３５周年を契機に、次世代を担う若き経済人として、今後の更
なるご活躍をご期待申し上げます。
　結びに、前橋商工会議所青年部のますますのご発展を心から祈念いたしまして、お祝いの言葉
といたします。

群馬県知事

大澤　正明

前橋市長

山本　龍

前橋商工会議所青年部緑水会の
　　　　　　創立35周年を迎えて
　このたび、前橋商工会議所青年部緑水会が創立３５周年を迎えられましたことは誠に喜ばし
く、心からお祝い申し上げます。
緑水会の皆様には、昭和５２年の発足以来、会員相互の密接な連携のもと、地域貢献活動や観光
推進活動、さらには日本商工会議所青年部の第１回全国大会開催や初代会長の輩出等を通じて、
本市はもとより、商工業をはじめとするわが国の発展に多大なご貢献をいただいてまいりまし
た。歴代の会員皆様に対し、改めて深く敬意と感謝を申し上げます。
　さて、ご承知のとおり、人口減少や社会のグローバル化が進展するとともに、引き続き電力供
給の制約が懸念されるなど、地域経済を取り巻く環境は大変難しいものとなっております。
　こうした中、今年、市制施行１２０周年という節目の年を迎えております本市といたしまして
は、地域の方々と共に歩み、支え合い、助けあうことをより一層重視するとともに、先人により培
われてきた歴史や文化を大切にしながら、「産業や人材を育み、人が住みやすく自然に優しい文
化豊かな街づくり」を進めてまいりたいと考えております。
　どうか緑水会の皆様には、創立３５周年を契機に連携をますます深められ、今後とも地域社
会、さらにはわが国の未来を支える若きリーダーとして優れた才能を発揮していただきますと
ともに、県都前橋を再生するため、商工観光行政をはじめとする前橋市政に対しましても、引き
続き、格別なるご支援、ご協力を賜りますようお願い申し上げます。
　結びに、３５周年を記念したさまざまな事業にご尽力されております関係皆様に深く敬意を
表しますとともに、前橋商工会議所青年部緑水会のますますのご発展と、会員皆様のさらなるご
活躍、ご健勝を心からご祈念申し上げまして、お祝いのことばといたします。
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 そして、この喜びと感謝の気持ちは同時に、我々現会員へ使命感を認識させるものと言えます。

あらためて、先人が積みあげた歴史の重みを噛み締め、この先、この素晴らしい会をさらに発

展継続させていくことが我々の責務と考えています。

そこで、「Pass the BATON」を合言葉に、会員相互で価値観を再認識し、今の我々の活動の大切

さを知り、絆の力を強め、未来に向かって歩み始める年にしたいと考えています。

　昨年の東日本大震災と、これに伴う福島第一原発の事故により、国民的な感心が急激に高ま

った、日本国土の防災と日本のエネルギー供給の問題は、国民生活や企業活動への深刻な影響

を与えかねない、いままさに直面する課題として提起されました。また、遠からぬ先に現実と

なる超高齢化社会の問題は、税と福祉の抜本的な改革を迫る喫近の課題となっています。さら

に、国際的な政治経済についても、いわゆる2012年問題から始まり、EUや中東の諸問題など、

不安定な要素が多く、安穏としていられる状況にはありません。我々緑水会メンバーもまなじ

りを決して、この状況に立ち向かうべき時に来ていると感じます。

　そこで、「Pass the BATON」。バトンをただ渡すのではなくて、繋がりを感じ、価値観を共有

することです。それは、自分たちの活動に対する責任感、繋いでいく使命感、そして、YEGの一

体感の輪を力強く広げるバトンです。

　したがって、当会、当会員も、次なる40周年に向けては、より一層の努力が必要だといえます。

私は緑水会の存在意義、目的は、「会員それぞれの企業の発展と前橋市の活性化を両輪ととら

え活動し、その活動を通じての会員自らの成長の場である」と考えます。会員それぞれが個人

的には自らの依って立つ企業の発展を、また、地元の青年経済人としては地域社会の発展のた

め地に足をつけた努力をと、そうした力を結集し緑水会の力をつけること、それが前橋市の活

性化につながることだと思っています。

 さて、平成27年には、日本YEG発祥の地である前橋市が日本商工会議所青年部(日本YEG)主催

で日本全国400余の各青年部の会長が集う「全国会長研修会前橋会議」の予定地に決まりまし

た。これを成功させるべく、今年度よりその準備を進めていきたいと考えています。

 そして、35周年という節目である本年は、前橋市も市制施行120周年を迎えます。我々前橋市に

基盤を置いて経済活動を行っている会員として、市制が施行された当時の前橋の経済人の姿

に学ぶとともに、35年前にこの緑水会を創りあげていただいた諸先輩方の心意気に学び、より

緑水会の発展と前橋市の発展のため一層努力して参るつもりです。

具体的には、今年は中心商店街活性化を目的とするイベントの開催を企画しております。

　結びに、会員の皆様と関係各位のますますのご活躍を心より、ご祈念申し上げますとともに、

今後も変わらぬご支援とご協力を申し上げ、ごあいさつとさせていただきます。今後も「前橋

商工会議所青年部・緑水会」をどうぞよろしくお願い申し上げます。

代表幹事

前橋商工会議所青年部

町田　憲昭
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前橋商工会議所青年部
　　　　　創立35周年を祝して
　前橋商工会議所青年部が創立３５周年を迎えられましたことを、心からお祝い申し上げます。
貴青年部は、昭和５２年６月の創立以来、前橋の若き経済人研鑚の場として、地元経済の発展や
社会福祉の増進に大きく寄与されてきました。また、前橋まつりや前橋花火大会などの行事の運
営にも携わるなど、地域活性化の原動力として、住みよいまちづくりに貢献してこられました。
企業の発展、地域経済の活性化と魅力ある郷土づくりを通じ、会員の資質向上を目指すという貴
青年部の理念と活動は、３５年の歳月を経た今でも色褪せることなく続いております。これもひ
とえに、歴代代表幹事さんを始め、役員・会員皆様のご尽力のたまものと改めて敬意を表する次
第であります。
　さて、本県経済は昨年発生した東日本大震災や原発事故の風評被害、電力不足等により、かつ
てない厳しい状況に直面いたしました。さらに、歴史的な円高等により経済活力や雇用にも影響
が及び、産業の空洞化が懸念されるなど、先行きはなお不透明な状況にあります。
県といたしましても、皆様が安心して経済活動に専念できるよう、新しい総合計画「はばたけ群
馬プラン」において｢産業活力の向上･社会基盤づくり｣を目標に掲げており、その実現に向け着
実に施策を推進してまいります。
　さらに、地域経済を支える中小企業が元気であることが不可欠であるという認識の下、昨年６
月に制定した「群馬県中小企業憲章」の理念に基づき、きめ細かい中小企業振興施策に積極的に
取り組んでまいる所存です。
　現下の厳しい経済状況を乗り越えるためには、貴青年部を始めとした若い世代の柔軟で迅速
な行動が不可欠であります。創立３５周年を契機に、次世代を担う若き経済人として、今後の更
なるご活躍をご期待申し上げます。
　結びに、前橋商工会議所青年部のますますのご発展を心から祈念いたしまして、お祝いの言葉
といたします。

群馬県知事

大澤　正明

前橋市長

山本　龍

前橋商工会議所青年部緑水会の
　　　　　　創立35周年を迎えて
　このたび、前橋商工会議所青年部緑水会が創立３５周年を迎えられましたことは誠に喜ばし
く、心からお祝い申し上げます。
緑水会の皆様には、昭和５２年の発足以来、会員相互の密接な連携のもと、地域貢献活動や観光
推進活動、さらには日本商工会議所青年部の第１回全国大会開催や初代会長の輩出等を通じて、
本市はもとより、商工業をはじめとするわが国の発展に多大なご貢献をいただいてまいりまし
た。歴代の会員皆様に対し、改めて深く敬意と感謝を申し上げます。
　さて、ご承知のとおり、人口減少や社会のグローバル化が進展するとともに、引き続き電力供
給の制約が懸念されるなど、地域経済を取り巻く環境は大変難しいものとなっております。
　こうした中、今年、市制施行１２０周年という節目の年を迎えております本市といたしまして
は、地域の方々と共に歩み、支え合い、助けあうことをより一層重視するとともに、先人により培
われてきた歴史や文化を大切にしながら、「産業や人材を育み、人が住みやすく自然に優しい文
化豊かな街づくり」を進めてまいりたいと考えております。
　どうか緑水会の皆様には、創立３５周年を契機に連携をますます深められ、今後とも地域社
会、さらにはわが国の未来を支える若きリーダーとして優れた才能を発揮していただきますと
ともに、県都前橋を再生するため、商工観光行政をはじめとする前橋市政に対しましても、引き
続き、格別なるご支援、ご協力を賜りますようお願い申し上げます。
　結びに、３５周年を記念したさまざまな事業にご尽力されております関係皆様に深く敬意を
表しますとともに、前橋商工会議所青年部緑水会のますますのご発展と、会員皆様のさらなるご
活躍、ご健勝を心からご祈念申し上げまして、お祝いのことばといたします。
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35周年を祝して
　前橋商工会議所青年部が創立３５周年を迎えられたことを心からお祝い申し上げますとと
もに、今日の青年部の歴史を築いていただいた青年部の会員並びに諸先輩方、これまで当青年
部にご指導ご支援をいただきました関係各位に対しまして、厚くお礼申し上げます。
当青年部は、昭和５２年に他都市に先駆けて設立され、昭和５４年に第１回の関東ブロック大
会、昭和５６年に第１回の全国大会を前橋で開催、昭和５８年には初代商青連代表幹事を輩出
するなど、常に全国の商工会議所青年部をリードし続けてまいりました。
　そして、前橋の街づくりをはじめ、前橋花火大会や前橋まつりなど市をあげて実施するイベ
ントに主体的役割を果たすとともに、様々な事業に積極的に取り組み、商工会議所事業の一翼
を担う重要な組織として、また地域社会の担い手としてその存在価値を高めてまいりました。
さらには北関東 3 県県庁所在地商工会議所青年部との連携や、東日本大震災復興のために物
資や義援金など物心両面にわたる支援にご尽力いただくなど、地域を超えた活動を積極的に
展開していることは称賛に値することであります。
　このように常に前を向き、新しい視点で様々な物事にチャレンジしていく青年部会員の姿
勢は、先行き不透明感が強まるわが国経済、そして厳しさを増す地方都市において、これから
の商工会議所、そして地域の経済界を支えていく上で、ますますその重要性を増していくもの
と思われます。
　今後とも、前橋を基盤として県内全域から全国へ向かって、幅広い人脈と柔軟な発想、若い
活動力を最大限に発揮し、元気な企業、元気な前橋、元気な日本を目指して活動を続けていた
だくとともに、経済界の若き担い手である青年部の皆様方のご活躍と前橋商工会議所青年部
の更なる発展をご祈念申し上げ、お祝いの言葉とさせていただきます。

35周年を祝して
　前橋商工会議所青年部緑水会が創立３５周年を迎えられましたことを、心からお喜び申し
上げます。また、前橋商工会議所青年部緑水会の皆様におかれましては、常日頃より群馬県商
工会議所青年部連合会の活動に対して多大なるご理解とご協力を賜り、厚く御礼申し上げま
す。
　前橋商工会議所青年部緑水会は昭和５２年の発足以来、第１回全国大会開催や初代日本
ＹＥＧ会長輩出といった、全国の青年部の中でも格別の伝統を有しております。これも歴代先
輩の皆様方のご尽力、また前橋市や親会の皆様方のご支援、そして現会員のご協力の賜物であ
り、皆様に対して改めて敬意を表したいと思います。この輝かしい歴史をさらに次の世代へと
しっかり継承していただき、さらに大きな緑水会へと育てていただければと思います。
　今年で大震災から１年が経過しました。被災地はまだまだ復旧に時間がかかり、我々を取り
巻く経済環境は依然厳しい状況となっております。そのような中、群馬県商工会議所青年部連
合会は今年創立３０周年を迎えます。これを契機に原点に立ち返り、９つの単会と共に力を集
結し、最大限に力を発揮できるよう連携を深め、この環境に屈せず立ち向かって参りたいと思
います。
　結びに、前橋商工会議所青年部緑水会が、節目の３５周年を向かえ、県青連の手本となるよ
うな発展を期待しますとともに、会員の皆様のご健勝ご活躍を祈念いたしまして、お祝いの言
葉とさせていただきます。

前橋商工会議所

会頭

会長

曽我　孝之

群馬県
商工会議所青年部連合会

福田　雅之
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創立35周年にあたり
　このたび、前橋商工会議所青年部 ( 緑水会 ) が創立３５周年を迎えられましたことを心から
お祝い申し上げます。
　将来にわたって充実した会議所活動を展開するには若い力が必要と考え設立した青年部。
４年後の昭和５６年 11 月、全国各地から 145 の商工会議所青年部より約 700 名の若手経営者
を迎え第１回全国大会を開催。これを契機に現在の青年部は、全国 448 組織、約 28,000 人以上
が活動する大きな組織に発展し、地域社会に大きく貢献されるなど、当時の組織的基盤づくり
が継続されていることに対し初代代表幹事としてお礼申しあげます。
さて、東日本大震災や福島原発の事故に伴う放射能汚染と電力不足、タイの大洪水などに長期
化している超円高が加わり、生産・経済活動の縮小を余儀なくされるなど私どもを取り巻く
環境は変化の激しい状況が続いております。このような中で、東京大学大学院経済学研究科教
授の伊藤元重氏が、若手経営者の皆さんに次の事を話しています。
　『皆さん、3つの目を大切にしましょう』。それは「鳥、虫、魚」の3つの目のことで、１つめの「鳥
の目」は、上空から世の中を見ましょう。つまり自分の仕事の枠外から物事を見る勉強もして、
異なった視点を身につけ、仕事に活かすということです。２つめの「虫の目」は、自分の周囲に
ある細かい点まで注意を払う目を持ち、大雑把に物事をやってはいけないということです。最
後に「魚の目」は、経済の潮流の変わり目を見極め、時代はどの方向に動いているのか勉強をし
ようということです。
　この「３つの目」を参考にしていただき、３５周年を一節として緑水会会員の一人ひとりが
各々の分野で、自負と誇りを持って前進していただきたい。そして、誰からも一目おかれる品
格の高い「永遠に魅力のある青年部」であることを祈念し、創立３５周年の歩みに心から拍手
を送り、お祝いの言葉といたします。

創立35周年を祝して
　昭和５２年 (１９７７年 )６月４日、近藤斗茂璽氏設立発起人代表のもと青年部は設立され
た。当時私は３０歳で入会した。その後青年部活動を通して、前橋の経済社会を垣間見るきっ
かけになり、多くの知人・友人・仲間を得ることができた。真に青年部組織ならびにその活動
の機会を与えてくださった方々に感謝しております。
　現在緑詩会員（緑水会卒業者）は２１１名で・物故会員は２１名であります。３５年間に計
２３２名の青年経済人がこの青年部で活動する場となったことは、前橋商工会議所しいては
前橋の経済社会にとっても大きな力となり得たことでしょう。その後、緑詩会員の多くの方々
は企業の代表者になるとともに、会議所の議員にも名を連ね、さらに大きな舞台での活躍の場
をひろげております。
緑水会員は現在１０５名であります。その中には緑詩会員の２世の方も見受けられます。ぜ
ひ、青年部活動を満喫しつつ自らの企業発展に尽力されることが、緑水会の更なる発展の礎に
繋がると確信しております。今日からまた新しい歴史への一歩へとなることを祈念しお祝い
の言葉といたします。

緑水会　初代代表幹事

近藤 斗茂璽

前橋商工会議所緑詩会

会長 　田　隆彦
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35周年を祝して
　前橋商工会議所青年部が創立３５周年を迎えられたことを心からお祝い申し上げますとと
もに、今日の青年部の歴史を築いていただいた青年部の会員並びに諸先輩方、これまで当青年
部にご指導ご支援をいただきました関係各位に対しまして、厚くお礼申し上げます。
当青年部は、昭和５２年に他都市に先駆けて設立され、昭和５４年に第１回の関東ブロック大
会、昭和５６年に第１回の全国大会を前橋で開催、昭和５８年には初代商青連代表幹事を輩出
するなど、常に全国の商工会議所青年部をリードし続けてまいりました。
　そして、前橋の街づくりをはじめ、前橋花火大会や前橋まつりなど市をあげて実施するイベ
ントに主体的役割を果たすとともに、様々な事業に積極的に取り組み、商工会議所事業の一翼
を担う重要な組織として、また地域社会の担い手としてその存在価値を高めてまいりました。
さらには北関東 3 県県庁所在地商工会議所青年部との連携や、東日本大震災復興のために物
資や義援金など物心両面にわたる支援にご尽力いただくなど、地域を超えた活動を積極的に
展開していることは称賛に値することであります。
　このように常に前を向き、新しい視点で様々な物事にチャレンジしていく青年部会員の姿
勢は、先行き不透明感が強まるわが国経済、そして厳しさを増す地方都市において、これから
の商工会議所、そして地域の経済界を支えていく上で、ますますその重要性を増していくもの
と思われます。
　今後とも、前橋を基盤として県内全域から全国へ向かって、幅広い人脈と柔軟な発想、若い
活動力を最大限に発揮し、元気な企業、元気な前橋、元気な日本を目指して活動を続けていた
だくとともに、経済界の若き担い手である青年部の皆様方のご活躍と前橋商工会議所青年部
の更なる発展をご祈念申し上げ、お祝いの言葉とさせていただきます。

35周年を祝して
　前橋商工会議所青年部緑水会が創立３５周年を迎えられましたことを、心からお喜び申し
上げます。また、前橋商工会議所青年部緑水会の皆様におかれましては、常日頃より群馬県商
工会議所青年部連合会の活動に対して多大なるご理解とご協力を賜り、厚く御礼申し上げま
す。
　前橋商工会議所青年部緑水会は昭和５２年の発足以来、第１回全国大会開催や初代日本
ＹＥＧ会長輩出といった、全国の青年部の中でも格別の伝統を有しております。これも歴代先
輩の皆様方のご尽力、また前橋市や親会の皆様方のご支援、そして現会員のご協力の賜物であ
り、皆様に対して改めて敬意を表したいと思います。この輝かしい歴史をさらに次の世代へと
しっかり継承していただき、さらに大きな緑水会へと育てていただければと思います。
　今年で大震災から１年が経過しました。被災地はまだまだ復旧に時間がかかり、我々を取り
巻く経済環境は依然厳しい状況となっております。そのような中、群馬県商工会議所青年部連
合会は今年創立３０周年を迎えます。これを契機に原点に立ち返り、９つの単会と共に力を集
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前橋商工会議所緑詩会

会長 　田　隆彦
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35周年を迎えて
　前橋商工会議所青年部・緑水会は、昭和５２年６月４日の創立３５周年を迎えることがで
きました。これもひとえに、ここまで当会を支えていただいた関係各位、当会を作り発展させ
てきた先輩会員皆様のご理解、ご指導、ご協力の賜と感謝申し上げる次第であります。
　この節目の年にあたる本年、実行委員会においてその開催趣旨について様々な意見が寄せ
られました。当然のことながら、関係各位の皆様、先輩会員の皆様への感謝を表す場としてが
第一義ではあります。それに加えて、経済状況、社会環境がめまぐるしく変化する時代におい
て、毎年１０名ほどの会員が卒業する新陳代謝の激しい会であるこの緑水会では、周年事業を
行うことによって「過去に行われた事業に対して、現役会員が理解、検証をし、その結果、会、会
員個々のレベルアップするという目的」こそが重要であるという結論に達することができま
した。改めて、この３５周年が３０周年に作られた「青年経済人に何が求められるのかを考え、
原点に立ちかえり実行する。」という理念のもと、宣言文を再認識し、これからの活動をしてい
く良い機会でありたいと思っております。
　また、当会は、日本ＹＥＧの歴史の中において、第１回関東ブロック大会、第１回全国大会を
担って参りました。そのような歴史をもつ当会が、約７年間の歳月においてさまざまな議論を
重ね、「平成２７年全国会長研修会」を関東ブロックにおいて開催予定地として選定していた
だきました。次年度における日本ＹＥＧ正式決定まで、さらには、開催される平成２７年１１
月まで会員一丸となり準備を進め、来たる本大会では前橋らしさを表現して行くことこそが、
３５年の歴史の成果であると考えております。
　前橋商工会議所青年部・緑水会は、この３５周年を絶好の機会とし、地域の発展、自らの企
業の発展のため、会員相互の力を高め活動をしていく所存でありますので、今まで以上の皆様
のご理解、ご指導、ご協力をお願い申し上げます。

実行委員長 阿部 知章
創立35周年記念事業　
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実行委員長  阿部　知章
副実行委員長  関　　直人
副実行委員長  神澤　敏夫
副実行委員長  田子　宏美
　　　　　吉田　将輝
　　　　　寺澤　達也
　　　　　立見　公一
　　　　　関　　隆行
　　　　　塩原　　健
　　　　　池津　崇延
　　　　　中島　伸二
　　　　　斉藤　美絵
　　　　　佐藤　有紀
　　　　　樋口　拓人

35周年実行委員

前橋商工会議所青年部 創立３5周年記念大会

日時：平成24年6月23日（土）

-14-

17：00　前橋商工会議所　ローズ
第一部　記念式典

18:30　前橋商工会議所　サクラ

　　　　式次第
　　　　　開会
　　　　　国歌 「君が代」 斉唱
　　　　　黙祷
　　　　　商工会議所青年部の歌 「伸びゆく大地」 斉唱
　　　　　商工会議所青年部「綱領」朗読および「指針」唱和
　　　　　前橋商工会議所青年部代表幹事 挨拶
　　　　　前橋商工会議所会頭 挨拶
　　　　　祝辞
 　　　来賓紹介
 　　　来訪YEG紹介
　　　　　歴代代表幹事感謝状贈呈
　　　　　事業紹介
 　　　閉会

（創立30周年記念事業実行委員会式典部会長　伴　卓）

第二部　記念祝賀会
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前橋商工会議所青年部創立35周年

（2007年 /平成19年度～2012年 /平成24年度）
30周年から35周年へ

歴代代表幹事

初代代表幹事
昭和52、53、54年度

近藤  斗茂璽
こ ん ど う と　　も　　じ

２代代表幹事
昭和55、56年度

曽我　隆一
そ 　 　 が りゅういち

３代代表幹事
昭和57、58年度

池下　洋一
い け し た よ う い ち

４代代表幹事
昭和59、60年度

５代代表幹事
昭和61年度

６代代表幹事
昭和62、63年度

７代代表幹事
平成元年、2年度

８代代表幹事
平成3年

９代代表幹事
平成4年

10代代表幹事
平成5年

11 代代表幹事
平成6年

12 代代表幹事
平成7年

13 代代表幹事
平成8、9年

14 代代表幹事
平成10年

15 代代表幹事
平成11年

16 代代表幹事
平成12年

17 代代表幹事
平成13,14年

18 代代表幹事
平成15年

19 代代表幹事
平成16、17年

20 代代表幹事
平成18、19年

21 代代表幹事
平成20年

22 代代表幹事
平成21年

23 代代表幹事
平成22、23、24年度

町田　憲昭
ま ち だ の り あ き

前田　修
ま え だ おさむ

石井　繁紀
い し い し げ の り

田島　宏明
た じ ま ひ ろ あ き

嶋田　大和
し ま だ や ま と

小曽根　英明
お 　 ぞ 　 ね ひ で あ き

山岸　直樹
や ま ぎ し な お き

羽鳥　亘
は と り わたる

田中　一幸
た な か い っ こ う

都丸　和俊
と ま る か ず と し

角田　有司
つ の だ ゆ う じ

塩原　康雄
し お ば ら や す お

小林　正明
こ ば や し ま さ あ き

金井　俊幸
か な い と し ゆ き

荒木　好孝
あ ら き よ し た か

金井　良和
か な い よ し か ず

岸　篤美
きし あ つ よ し

池田　稔
い け だ みのる

吉田　隆彦
よ し だ た か ひ こ

町田  錦一郎
ま ち だ き ん い ち ろ う
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4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
緑水会の主な行事

前橋市の主な行事

石井 繁紀

総務広報委員会

代表幹事
石井繁紀

嶋田大和

役員会総　会

事務局

副代表幹事
田島宏明
伴　　卓
前田　修

監　事
飯塚正人
小野昌人

冨岡
飯島
大塚
細野

直前代表幹事
町田憲昭

会員交流委員会
北爪英樹

経営研究委員会
長坂雅紀

地域開発委員会
高野和之

事業推進委員会
丸田大介

2007（平成19年度）…(会員数104名 )

5
日
観
桜
例
会

8
日
第
16
回
ロ
ー
ズ
・
ク
ィ
ー
ン
コ
ン
テ
ス
ト 

1
次
審
査

22
日
第
16
回
ロ
ー
ズ
・
ク
ィ
ー
ン
コ
ン
テ
ス
ト 

最
終
審
査

20
日
フ
ァ
ミ
リ
ー
親
睦
例
会（
ま
す
釣
り
大
会
）

25
日
第
61
回
定
時
総
会

8
日
講
師
：
㈱
ま
ち
づ
く
り
長
野　

参
与　

服
部
年
明 

氏

創
立
30
周
年
記
念
式
典
・
記
念
講
演
会

25
日

前
橋
市
の
中
心
市
街
地
を
あ
る
い
て
み
よ
う（
七
夕
ま
つ
り
ク
リ
ー
ン
運
動
）

8
日 　

　
　
　
　
　
　
　
　

講
師
：
前
橋
市
長　

高
木
正
夫 

氏

行
政
と
の
懇
談
会　

テ
ー
マ「
未
来
の
前
橋
に
つ
い
て
」

11
日
第
52
回
前
橋
花
火
大
会

7
日
海
外
視
察
研
修
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中
国 
上
海（
7
日
〜
9
日
）

16
日
親
睦
事
業　

ザ
ス
パ
草
津
応
援
企
画（
県
営
陸
上
競
技
場
）

24
日
Y
E
G
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サ
ミ
ッ
ト（
24
日
〜
25
日
）

13
日
第
60
回
前
橋
ま
つ
り（
13
日
〜
14
日
）

6
日
第
27
回
商
工
会
議
所
青
年
部
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
平
塚
大
会（
6
日
〜
7
日
）

16
日
第
27
回
Y
E
G
全
国
大
会 

千
葉
大
会
及
び
先
進
都
市
視
察（
16
日
〜
17
日
）

14
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

講
師
：
国
際
空
手
道
連
盟 

極
真
会
館 

館
長 

松
島
良
一 

氏

経
営
知
識
を
学
例
会　

テ
ー
マ「
経
営
の
た
め
の
精
神
・
人
間
性
の
構
築
に
つ
い
て
」

4
日
合
同
親
睦
例
会

7
日
新
春
例
会
・
懇
親
会

27
日
卒
業
生
送
別
記
念
事
業
及
び
先
進
都
市
視
察 

東
京
・
横
浜（
27
日
〜
28
日
）

3
日
第
3
回
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
前
橋「
み
ん
な
で
花
壇
を
つ
く
ろ
う
」弁
天
ワ
ッ
セ

8
日
会
長
研
修
会
議 

長
崎
大
会（
8
日
〜
9
日
）

17
日
第
16
回
上
州
空
っ
風
凧
揚
げ
大
会
in
前
橋

12
日
新
入
会
員
研
修
会

24
日
第
62
回
定
時
総
会

15
日
青
年
部
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

26
日
全
国
Y
E
G
サ
ッ
カ
ー
大
会　

埼
玉
大
会（
26
日
〜
27
日
）

第
５８
回
全
国
消
防
長
会
関
東
支
部
総
会
を
開
催

第
９
回
前
橋
市
長
杯
全
国
社
会
人
選
抜
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

第
８
回
前
橋
シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン

第
２５
回
全
国
都
市
緑
化
フ
ェ
ア

第
１３
国
際
癌
治
療
増
感
研
究
会
を
開
催

消
費
者
講
座「
楽
し
く
食
育
・
幸
福
は
口
福
か
ら
」

ぐ
ん
ま
地
域
文
化
創
造
フ
ォ
ー
ラ
ム

第
３８
回
日
本
看
護
学
会
ー
母
性
看
護
ー

第
３４
回
日
本
神
経
内
分
泌
学
会
を
開
催

第
２４
回
全
日
本
小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会
開
催

第
５７
回
全
日
本
実
業
団
卓
球
選
手
権
大
会
開
催

全
国
競
輪
主
催
地
議
会
議
長
会
役
員
会

第
９
回
日
本
褥
瘡
学
会
学
術
集
会
を
開
催

第
１５
回
萩
原
朔
太
郎
賞
が
伊
藤
比
呂
美
氏
に
決
定

朔
太
郎
音
楽
祭「
第
２
回
全
国
マ
ン
ド
リ
ン
四
重
奏
コ
ン
ク
ー
ル
」

出
張
！
な
ん
で
も
鑑
定
団
in
前
橋
開
催

こ
ど
も
起
業
塾（
１
日
目
）を
開
催

全
国
シ
ニ
ア・ス
ー
パ
ー
シ
ニ
ア
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
開
催

こ
ど
も
起
業
塾（
２
日
目
）を
開
催

第
３５
回
全
日
本
美
容
技
術
選
手
権
大
会

Ｊ
Ｒ
前
橋
駅
に「
観
光
案
内
所
・
物
産
館
」リ
ニュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

前
橋
プ
ラ
ザ
元
気
２１（
旧
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｉ
Ｎ
前
橋
店
）オ
ー
プ
ン

第
３１
回
皮
膚
脈
管
膠
原
病
研
究
会
開
催

前
橋
初
市
ま
つ
り

前
橋
市
企
画「
新
春
に
ぎ
わ
い
茶
席
」

前
橋
・
高
崎
連
携
文
化
財
展
関
連
イ
ベ
ン
ト「
勾
玉
づ
く
り
」

第
５２
回
全
国
日
本
実
業
団
駅
伝
ニュ
ー
イ
ヤ
ー
駅
伝
開
催

第
１８
回
関
東
高
等
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
新
人
大
会

手
づ
く
り
ア
イ
デ
ィ
ア
マ
イ
バ
ッ
グ
展

第16回ローズ・クイーンコンテスト第16回ローズ・クイーンコンテスト YEG全国大会千葉大会YEG全国大会千葉大会 クリスマスパーティークリスマスパーティー 卒業生旅行卒業生旅行 第3回ふれあいフェスティバル第3回ふれあいフェスティバル
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「新たなる挑戦と創造。持続と進歩、
魅力ある貢献する緑水会へ」をテーマ
に事業を推進しました。
30 周年ということから、計画事業は
もとより、広報誌「水と緑」の全面改定、
全国会長研修会議誘致検討に向けて視
察強化、前橋商工会議所定款への位置
づけから当会規約に「緑水会」という
通称を正式に位置づけるなどの次代へ
の基盤づくりにも取り組みました。20代代表幹事

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
緑水会の主な行事

田島 宏明

総務室

代表幹事
田島宏明

石井繁紀

役員会総　会

事務局

副代表幹事
伴　　卓
前田　修
町田憲昭

監　事
一守　和子
阿久津和彦

鹿島

直前代表幹事
丸田大介

広報委員会
林　　豊

会員委員会
海老沼孝之

経営委員会
森本克哉

地域委員会
堀　三男

事業委員会
佐藤　敬

2008（平成20年度）…(会員数101名 )

4
日
新
年
度
4
月
例
会
・
懇
談
会

6
日
第
17
回
ロ
ー
ズ
・
ク
ィ
ー
ン
コ
ン
テ
ス
ト 

1
次
審
査

20
日
第
17
回
ロ
ー
ズ
・
ク
ィ
ー
ン
コ
ン
テ
ス
ト 

最
終
審
査（
緑
化
フ
ェ
ア
会
場
）

17
日
会
員
親
睦
会（
カ
ー
ト
レ
ー
ス
大
会
）

24
日
第
63
回
定
時
総
会

4
日
広
報
拡
大
例
会「
会
員
専
用
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
つ
い
て
」

13
日
第
2
回
七
夕
ま
つ
り
ク
リ
ー
ン
運
動

7
日
講
師
：
㈱
加
藤
会
計
セ
ン
タ
ー　

税
理
士 

三
輪
洋
之 

氏
、大
澤
司
法
書
士
事
務
所　

代
表 

大
澤
栄
一
郎 

氏

第
1
回
経
営
勉
強
会 

テ
ー
マ「
決
算
書
と
会
社
法
に
つ
い
て
」

29
日
講
師
：
第
1
回
に
同
じ

第
2
回
経
営
勉
強
会 

テ
ー
マ「
会
計
・
資
金
繰
り・
税
務
上
の
利
益
の
話
・
自
分
で
出
来
る
債
権
回
収
」

6
日
祭
り
視
察
研
究
会 

山
形 

花
笠
祭
り
・
仙
台 

七
夕
祭
り（
6
日
〜
7
日
）

15
日
フ
ァ
ミ
リ
ー
親
睦
例
会（
ま
す
釣
り
大
会
）

28
日
群
馬
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ペ
ガ
サ
ス
試
合
観
戦

9
日
第
53
回
前
橋
花
火
大
会

20
日
講
師…

群
馬
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ペ
ガ
サ
ス 

㈱
群
馬
ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト　

代
表
取
締
役 

糸
井
丈
之 

氏

講
師
例
会 

テ
ー
マ 

「
野
球（
独
立
リ
ー
グ
）を
通
し
て 

地
域
お
こ
し
を
！！
」

11
日
第
60
回
前
橋
ま
つ
り（
11
日
〜
12
日
）

18
日
第
28
回
商
工
会
議
所
青
年
部
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
真
岡
大
会

1
日
緑
水
会
＆
群
馬
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ペ
ガ
サ
ス
少
年
野
球
教
室

7
日
第
28
回
Y
E
G
全
国
大
会　

び
わ
湖
大
津
大
会

21
日
テ
ー
マ「
信
頼
さ
れ
る
商
工
会
議
所…

 

そ
し
て『
な
く
て
は
な
ら
な
い
商
工
会
議
所
』に
な
る
た
め
に
」

曽
我
会
頭
と
の
懇
談
会

4
日
合
同
親
睦
例
会

7
日
新
春
例
会
・
懇
親
会

15
日
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
・
フ
ォ
ロ
ー
研
修
会

15
日
第
17
回
上
州
空
っ
風
凧
揚
げ
大
会
in
前
橋

20
日
第
26
回
Y
E
G
全
国
会
長
研
修
会 

浜
松
会
議（
20
日
〜
21
日
）

21
日
卒
業
生
送
別
記
念
事
業
及
び
街
づ
く
り
視
察 

富
士
宮（
20
日
〜
21
日
）

24
日
新
入
会
員
研
修
会

13
日
先
進
企
業
視
察「
東
京
証
券
取
引
所
」「
東
京
ビ
ッ
ク
サ
イ
ト・
健
康
博
覧
会
」（
13
日
〜
14
日
） 

19
日
経
営
勉
強
会「
I
S
O
に
つ
い
て
」

24
日
第
64
回
定
時
総
会

13
日
青
年
部
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

19
日
講
師…

第
1
回
、2
回
に
同
じ

第
3
回
経
営
勉
強
会 

テ
ー
マ「
事
業
継
承
に
つ
い
て
」

25
日
第
4
回
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

年度テーマ　『熱き語らいの場』
創立 30 周年を契機として中長期的計
画を意識しました。委員会名称を一新
し、委員会の専門性を高め、各事業の
意義を検証しながら会員間の活発な意
見交換の場を作っていきました。折し
も、商工会議所組織の大きな変革年度
にあたったこともあり、会の自主独立
的な運営を模索し、取り組んだ一年と
なりました。

第
９
回
前
橋
シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン

第
10
回
前
橋
市
長
杯
全
国
社
会
人
選
抜
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

第
２５
回
全
国
都
市
緑
化
フ
ェ
ア

第
31
回
前
橋
菓
子
ま
つ
り

第
１７
回
ば
ら
制
定
都
市
会
議

第
２９９
回
日
本
消
化
器
病
学
会
関
東
支
部
例
会

平
成
２０
年
度
関
東
高
等
学
校
な
ぎ
な
た
競
技
大
会

第
３
回
食
育
推
進
全
国
大
会

兼 

第
４１
回
関
東
甲
信
越
国
公
立
幼
稚
園
長
研
究
協
議
会

第
５９
回
全
国
国
公
立
幼
稚
園
長
会
総
会
・
研
究
大
会

※

前
橋
を
舞
台
に
撮
影
さ
れ
ま
し
た
。

映
画「
ク
ラ
イ
マ
ー
ズ・ハ
イ
」公
開

音
楽
教
育
の
会　

第
５３
回
全
国
大
会

第
３９
回
関
東
ろ
う
婦
人
研
修
集
会

第
８
回 

大
学
生
・
高
校
生
の
た
め
の 

ス
ポ
ー
ツ
医
学
セ
ミ
ナ
ー

第
６３
回
関
東
都
県
算
数
・
数
学
教
育
研
究
群
馬（
前
橋
）大
会

第
５１
回
全
国
医
学
生
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
in
ぐ
ん
ま

平
成
２０
年
度
第
３６
回
関
東
中
学
校
卓
球
大
会

第
３２
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

第
４４
回
Ｐ
Ｏ
Ｔ
Ａ（
精
神
科
作
業
療
法
協
会
）全
国
研
修
会

国
際
交
流
サ
ッ
カ
ー
大
会
U-

12
前
橋
市
長
杯

第
２５
回
Ｐ
Ｉ
Ｘ
Ｅ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

第
８４
回
日
本
学
生
選
手
権
水
泳
競
技
大
会
飛
込
競
技

ま
え
ば
し
フ
ェ
ス
タ
2
0
0
8

秋
の
バ
ラ
フ
ェ
ス
タ

第
１２
回
関
東
高
等
学
校
選
抜
新
人
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

第
２７
回
日
本
認
知
症
学
会

ま
え
ば
し
自
転
車
フ
ェ
ス
タ
2
0
0
8

全
国
一
般
医
療
部
会
第
24
回
交
流
集
会

第
8
回
国
際
プ
ロ
テ
イ
ン
ホ
ス
フ
ァ
タ
ー
ゼ
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
）

第
６
回
全
国
ア
マ
チ
ュ
ア
ち
ん
ど
ん
競
演
会
in
前
橋

平
成
20
年
度（
第
６３
回
）関
東
畜
産
学
会
大
会

Ｓ
Ｓ
Ｔ
普
及
協
会　

第
１３
回
学
術
集
会
in
前
橋

関
東
地
区
養
護
教
諭
部
会
総
会
並
び
に
研
究
協
議
会

　
　
　

  

第
６
回
群
馬
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医
学
研
究
会

日
本
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医
学
研
究
会
・
関
東
地
方
会
生
涯
教
育
研
修
会

第
２９
回
東
日
本
中
学
校
選
抜
剣
道
大
会

第
２１
回
日
本
喉
頭
科
学
会
総
会
・
学
術
講
演
会

第63回定時総会第63回定時総会 群馬ダイアモンドペガサス少年野球教室群馬ダイアモンドペガサス少年野球教室 第17回上州空っ風凧揚げ大会in前橋第17回上州空っ風凧揚げ大会in前橋 街づくり調査視察@富士宮街づくり調査視察@富士宮

13

前橋市の主な行事

第17回ローズ・クィーンコンテスト最終審査第17回ローズ・クィーンコンテスト最終審査

21代代表幹事



4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
緑水会の主な行事

前橋市の主な行事

石井 繁紀

総務広報委員会

代表幹事
石井繁紀

嶋田大和

役員会総　会

事務局

副代表幹事
田島宏明
伴　　卓
前田　修

監　事
飯塚正人
小野昌人

冨岡
飯島
大塚
細野

直前代表幹事
町田憲昭

会員交流委員会
北爪英樹

経営研究委員会
長坂雅紀

地域開発委員会
高野和之

事業推進委員会
丸田大介

2007（平成19年度）…(会員数104名 )

5
日
観
桜
例
会

8
日
第
16
回
ロ
ー
ズ
・
ク
ィ
ー
ン
コ
ン
テ
ス
ト 

1
次
審
査

22
日
第
16
回
ロ
ー
ズ
・
ク
ィ
ー
ン
コ
ン
テ
ス
ト 

最
終
審
査

20
日
フ
ァ
ミ
リ
ー
親
睦
例
会（
ま
す
釣
り
大
会
）

25
日
第
61
回
定
時
総
会

8
日
講
師
：
㈱
ま
ち
づ
く
り
長
野　

参
与　

服
部
年
明 

氏

創
立
30
周
年
記
念
式
典
・
記
念
講
演
会

25
日

前
橋
市
の
中
心
市
街
地
を
あ
る
い
て
み
よ
う（
七
夕
ま
つ
り
ク
リ
ー
ン
運
動
）

8
日 　

　
　
　
　
　
　
　
　

講
師
：
前
橋
市
長　

高
木
正
夫 

氏

行
政
と
の
懇
談
会　

テ
ー
マ「
未
来
の
前
橋
に
つ
い
て
」

11
日
第
52
回
前
橋
花
火
大
会

7
日
海
外
視
察
研
修
会　

中
国 

上
海（
7
日
〜
9
日
）

16
日
親
睦
事
業　

ザ
ス
パ
草
津
応
援
企
画（
県
営
陸
上
競
技
場
）

24
日
Y
E
G
東
京
サ
ミ
ッ
ト（
24
日
〜
25
日
）

13
日
第
60
回
前
橋
ま
つ
り（
13
日
〜
14
日
）

6
日
第
27
回
商
工
会
議
所
青
年
部
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
平
塚
大
会（
6
日
〜
7
日
）

16
日
第
27
回
Y
E
G
全
国
大
会 

千
葉
大
会
及
び
先
進
都
市
視
察（
16
日
〜
17
日
）

14
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

講
師
：
国
際
空
手
道
連
盟 

極
真
会
館 

館
長 

松
島
良
一 

氏

経
営
知
識
を
学
例
会　

テ
ー
マ「
経
営
の
た
め
の
精
神
・
人
間
性
の
構
築
に
つ
い
て
」

4
日
合
同
親
睦
例
会

7
日
新
春
例
会
・
懇
親
会

27
日
卒
業
生
送
別
記
念
事
業
及
び
先
進
都
市
視
察 

東
京
・
横
浜（
27
日
〜
28
日
）

3
日
第
3
回
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
前
橋「
み
ん
な
で
花
壇
を
つ
く
ろ
う
」弁
天
ワ
ッ
セ

8
日
会
長
研
修
会
議 

長
崎
大
会（
8
日
〜
9
日
）

17
日
第
16
回
上
州
空
っ
風
凧
揚
げ
大
会
in
前
橋

12
日
新
入
会
員
研
修
会

24
日
第
62
回
定
時
総
会

15
日
青
年
部
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

26
日
全
国
Y
E
G
サ
ッ
カ
ー
大
会　

埼
玉
大
会（
26
日
〜
27
日
）

第
５８
回
全
国
消
防
長
会
関
東
支
部
総
会
を
開
催

第
９
回
前
橋
市
長
杯
全
国
社
会
人
選
抜
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

第
８
回
前
橋
シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン

第
２５
回
全
国
都
市
緑
化
フ
ェ
ア

第
１３
国
際
癌
治
療
増
感
研
究
会
を
開
催

消
費
者
講
座「
楽
し
く
食
育
・
幸
福
は
口
福
か
ら
」

ぐ
ん
ま
地
域
文
化
創
造
フ
ォ
ー
ラ
ム

第
３８
回
日
本
看
護
学
会
ー
母
性
看
護
ー

第
３４
回
日
本
神
経
内
分
泌
学
会
を
開
催

第
２４
回
全
日
本
小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会
開
催

第
５７
回
全
日
本
実
業
団
卓
球
選
手
権
大
会
開
催

全
国
競
輪
主
催
地
議
会
議
長
会
役
員
会

第
９
回
日
本
褥
瘡
学
会
学
術
集
会
を
開
催

第
１５
回
萩
原
朔
太
郎
賞
が
伊
藤
比
呂
美
氏
に
決
定

朔
太
郎
音
楽
祭「
第
２
回
全
国
マ
ン
ド
リ
ン
四
重
奏
コ
ン
ク
ー
ル
」

出
張
！
な
ん
で
も
鑑
定
団
in
前
橋
開
催

こ
ど
も
起
業
塾（
１
日
目
）を
開
催

全
国
シ
ニ
ア・ス
ー
パ
ー
シ
ニ
ア
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
開
催

こ
ど
も
起
業
塾（
２
日
目
）を
開
催

第
３５
回
全
日
本
美
容
技
術
選
手
権
大
会

Ｊ
Ｒ
前
橋
駅
に「
観
光
案
内
所
・
物
産
館
」リ
ニュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

前
橋
プ
ラ
ザ
元
気
２１（
旧
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｉ
Ｎ
前
橋
店
）オ
ー
プ
ン

第
３１
回
皮
膚
脈
管
膠
原
病
研
究
会
開
催

前
橋
初
市
ま
つ
り

前
橋
市
企
画「
新
春
に
ぎ
わ
い
茶
席
」

前
橋
・
高
崎
連
携
文
化
財
展
関
連
イ
ベ
ン
ト「
勾
玉
づ
く
り
」

第
５２
回
全
国
日
本
実
業
団
駅
伝
ニュ
ー
イ
ヤ
ー
駅
伝
開
催

第
１８
回
関
東
高
等
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
新
人
大
会

手
づ
く
り
ア
イ
デ
ィ
ア
マ
イ
バ
ッ
グ
展

第16回ローズ・クイーンコンテスト第16回ローズ・クイーンコンテスト YEG全国大会千葉大会YEG全国大会千葉大会 クリスマスパーティークリスマスパーティー 卒業生旅行卒業生旅行 第3回ふれあいフェスティバル第3回ふれあいフェスティバル
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「新たなる挑戦と創造。持続と進歩、
魅力ある貢献する緑水会へ」をテーマ
に事業を推進しました。
30 周年ということから、計画事業は
もとより、広報誌「水と緑」の全面改定、
全国会長研修会議誘致検討に向けて視
察強化、前橋商工会議所定款への位置
づけから当会規約に「緑水会」という
通称を正式に位置づけるなどの次代へ
の基盤づくりにも取り組みました。20代代表幹事

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
緑水会の主な行事

田島 宏明

総務室

代表幹事
田島宏明

石井繁紀

役員会総　会

事務局

副代表幹事
伴　　卓
前田　修
町田憲昭

監　事
一守　和子
阿久津和彦

鹿島

直前代表幹事
丸田大介

広報委員会
林　　豊

会員委員会
海老沼孝之

経営委員会
森本克哉

地域委員会
堀　三男

事業委員会
佐藤　敬

2008（平成20年度）…(会員数101名 )

4
日
新
年
度
4
月
例
会
・
懇
談
会

6
日
第
17
回
ロ
ー
ズ
・
ク
ィ
ー
ン
コ
ン
テ
ス
ト 

1
次
審
査

20
日
第
17
回
ロ
ー
ズ
・
ク
ィ
ー
ン
コ
ン
テ
ス
ト 

最
終
審
査（
緑
化
フ
ェ
ア
会
場
）

17
日
会
員
親
睦
会（
カ
ー
ト
レ
ー
ス
大
会
）

24
日
第
63
回
定
時
総
会

4
日
広
報
拡
大
例
会「
会
員
専
用
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
つ
い
て
」

13
日
第
2
回
七
夕
ま
つ
り
ク
リ
ー
ン
運
動

7
日
講
師
：
㈱
加
藤
会
計
セ
ン
タ
ー　

税
理
士 

三
輪
洋
之 

氏
、大
澤
司
法
書
士
事
務
所　

代
表 

大
澤
栄
一
郎 

氏

第
1
回
経
営
勉
強
会 

テ
ー
マ「
決
算
書
と
会
社
法
に
つ
い
て
」

29
日
講
師
：
第
1
回
に
同
じ

第
2
回
経
営
勉
強
会 

テ
ー
マ「
会
計
・
資
金
繰
り・
税
務
上
の
利
益
の
話
・
自
分
で
出
来
る
債
権
回
収
」

6
日
祭
り
視
察
研
究
会 

山
形 

花
笠
祭
り
・
仙
台 
七
夕
祭
り（
6
日
〜
7
日
）

15
日
フ
ァ
ミ
リ
ー
親
睦
例
会（
ま
す
釣
り
大
会
）

28
日
群
馬
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ペ
ガ
サ
ス
試
合
観
戦

9
日
第
53
回
前
橋
花
火
大
会

20
日
講
師…

群
馬
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ペ
ガ
サ
ス 
㈱
群
馬
ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト　

代
表
取
締
役 

糸
井
丈
之 

氏

講
師
例
会 

テ
ー
マ 

「
野
球（
独
立
リ
ー
グ
）を
通
し
て 

地
域
お
こ
し
を
！！
」

11
日
第
60
回
前
橋
ま
つ
り（
11
日
〜
12
日
）

18
日
第
28
回
商
工
会
議
所
青
年
部
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
真
岡
大
会

1
日
緑
水
会
＆
群
馬
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ペ
ガ
サ
ス
少
年
野
球
教
室

7
日
第
28
回
Y
E
G
全
国
大
会　

び
わ
湖
大
津
大
会

21
日
テ
ー
マ「
信
頼
さ
れ
る
商
工
会
議
所…

 

そ
し
て『
な
く
て
は
な
ら
な
い
商
工
会
議
所
』に
な
る
た
め
に
」

曽
我
会
頭
と
の
懇
談
会

4
日
合
同
親
睦
例
会

7
日
新
春
例
会
・
懇
親
会

15
日
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
・
フ
ォ
ロ
ー
研
修
会

15
日
第
17
回
上
州
空
っ
風
凧
揚
げ
大
会
in
前
橋

20
日
第
26
回
Y
E
G
全
国
会
長
研
修
会 

浜
松
会
議（
20
日
〜
21
日
）

21
日
卒
業
生
送
別
記
念
事
業
及
び
街
づ
く
り
視
察 

富
士
宮（
20
日
〜
21
日
）

24
日
新
入
会
員
研
修
会

13
日
先
進
企
業
視
察「
東
京
証
券
取
引
所
」「
東
京
ビ
ッ
ク
サ
イ
ト・
健
康
博
覧
会
」（
13
日
〜
14
日
） 

19
日
経
営
勉
強
会「
I
S
O
に
つ
い
て
」

24
日
第
64
回
定
時
総
会

13
日
青
年
部
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

19
日
講
師…

第
1
回
、2
回
に
同
じ

第
3
回
経
営
勉
強
会 

テ
ー
マ「
事
業
継
承
に
つ
い
て
」

25
日
第
4
回
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

年度テーマ　『熱き語らいの場』
創立 30 周年を契機として中長期的計
画を意識しました。委員会名称を一新
し、委員会の専門性を高め、各事業の
意義を検証しながら会員間の活発な意
見交換の場を作っていきました。折し
も、商工会議所組織の大きな変革年度
にあたったこともあり、会の自主独立
的な運営を模索し、取り組んだ一年と
なりました。

第
９
回
前
橋
シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン

第
10
回
前
橋
市
長
杯
全
国
社
会
人
選
抜
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

第
２５
回
全
国
都
市
緑
化
フ
ェ
ア

第
31
回
前
橋
菓
子
ま
つ
り

第
１７
回
ば
ら
制
定
都
市
会
議

第
２９９
回
日
本
消
化
器
病
学
会
関
東
支
部
例
会

平
成
２０
年
度
関
東
高
等
学
校
な
ぎ
な
た
競
技
大
会

第
３
回
食
育
推
進
全
国
大
会

兼 

第
４１
回
関
東
甲
信
越
国
公
立
幼
稚
園
長
研
究
協
議
会

第
５９
回
全
国
国
公
立
幼
稚
園
長
会
総
会
・
研
究
大
会

※

前
橋
を
舞
台
に
撮
影
さ
れ
ま
し
た
。

映
画「
ク
ラ
イ
マ
ー
ズ・ハ
イ
」公
開

音
楽
教
育
の
会　

第
５３
回
全
国
大
会

第
３９
回
関
東
ろ
う
婦
人
研
修
集
会

第
８
回 

大
学
生
・
高
校
生
の
た
め
の 

ス
ポ
ー
ツ
医
学
セ
ミ
ナ
ー

第
６３
回
関
東
都
県
算
数
・
数
学
教
育
研
究
群
馬（
前
橋
）大
会

第
５１
回
全
国
医
学
生
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
in
ぐ
ん
ま

平
成
２０
年
度
第
３６
回
関
東
中
学
校
卓
球
大
会

第
３２
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

第
４４
回
Ｐ
Ｏ
Ｔ
Ａ（
精
神
科
作
業
療
法
協
会
）全
国
研
修
会

国
際
交
流
サ
ッ
カ
ー
大
会
U-

12
前
橋
市
長
杯

第
２５
回
Ｐ
Ｉ
Ｘ
Ｅ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

第
８４
回
日
本
学
生
選
手
権
水
泳
競
技
大
会
飛
込
競
技

ま
え
ば
し
フ
ェ
ス
タ
2
0
0
8

秋
の
バ
ラ
フ
ェ
ス
タ

第
１２
回
関
東
高
等
学
校
選
抜
新
人
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

第
２７
回
日
本
認
知
症
学
会

ま
え
ば
し
自
転
車
フ
ェ
ス
タ
2
0
0
8

全
国
一
般
医
療
部
会
第
24
回
交
流
集
会

第
8
回
国
際
プ
ロ
テ
イ
ン
ホ
ス
フ
ァ
タ
ー
ゼ
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
）

第
６
回
全
国
ア
マ
チ
ュ
ア
ち
ん
ど
ん
競
演
会
in
前
橋

平
成
20
年
度（
第
６３
回
）関
東
畜
産
学
会
大
会

Ｓ
Ｓ
Ｔ
普
及
協
会　

第
１３
回
学
術
集
会
in
前
橋

関
東
地
区
養
護
教
諭
部
会
総
会
並
び
に
研
究
協
議
会

　
　
　

  

第
６
回
群
馬
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医
学
研
究
会

日
本
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医
学
研
究
会
・
関
東
地
方
会
生
涯
教
育
研
修
会

第
２９
回
東
日
本
中
学
校
選
抜
剣
道
大
会

第
２１
回
日
本
喉
頭
科
学
会
総
会
・
学
術
講
演
会

第63回定時総会第63回定時総会 群馬ダイアモンドペガサス少年野球教室群馬ダイアモンドペガサス少年野球教室 第17回上州空っ風凧揚げ大会in前橋第17回上州空っ風凧揚げ大会in前橋 街づくり調査視察@富士宮街づくり調査視察@富士宮
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前橋市の主な行事

第17回ローズ・クィーンコンテスト最終審査第17回ローズ・クィーンコンテスト最終審査

21代代表幹事



4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
緑水会の主な行事

前橋市の主な行事

前田  修

総務室

代表幹事
前田　修

田島　宏明

役員会総　会

事務局

副代表幹事
伴　　卓
町田憲昭
池下敦洋

監　事
阿久津和彦
小野　靖浩

須田
牧野

直前代表幹事
阿部知章

広報委員会
塩谷勝利

会員委員会
塚越正浩

経営委員会
新井義宗

地域委員会
倉林　健

事業委員会
中田和郎

2009（平成21年度）…(会員数109名 )

5
日
第
18
回
ロ
ー
ズ
・
ク
ィ
ー
ン
コ
ン
テ
ス
ト 

1
次
審
査

6
日
新
年
度
4
月
例
会

19
日
第
18
回
ロ
ー
ズ
・
ク
ィ
ー
ン
コ
ン
テ
ス
ト 

最
終
審
査

19
日                          

講
師:

富
士
宮
や
き
そ
ば
学
会
運
営
専
務　

渡
辺
孝
秀
氏

第
１
回
地
域
勉
強
会 

テ
ー
マ「
富
士
宮
に
学
ぶ
前
橋
の
地
域
発
展
」

13
日
第
１
回
経
営
勉
強
会 

座
禅
会 

会
場
：
曹
洞
宗　

高
岑
院

24
日
第
65
回
定
時
総
会

12
日
7
月
環
境
奉
仕
活
動
例
会 

七
夕
ま
つ
り
ク
リ
ー
ン
運
動 

16
日                

講
師
：
三
輪
委
員（
経
営
）、須
田（
事
務
局
）

経
営
勉
強
会 

テ
ー
マ「
制
度
融
資
＆
助
成
金
」

8
日
第
54
回
前
橋
花
火
大
会

28
日
全
国
会
長
研
修
会
議
誘
致
検
討
委
員
会
発
足

5
日
第
３
回
経
営
勉
強
会 

「
滝
行
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
」赤
城
不
動
の
滝
で
心
身
を
清
め
よ
う
会

15
日
講
師
：
日
本
ベ
ジ
タ
ブ
ル
＆
フ
ル
ー
ツ
マ
イ
ス
タ
ー 

田
村
善
男 

氏

第
２
回
地
域
勉
強
会

24
日　
　
　
　
　

講
師
：
田
中
一
幸
・
都
丸
和
俊
・
小
曽
根
英
明
先
輩

経
営
例
会 

テ
ー
マ「
緑
水
会
員
と
し
て
の
心
構
え
」 

9
日
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
静
岡
大
会（
9
日
〜
10
日
）

10
日
第
61
回
前
橋
ま
つ
り（
10
日
〜
11
日
）

24
日
第
1
回
地
域
活
性
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ「
Ｂ
級
グ
ル
メ
で
街
お
こ
し
」

15
日
第
2
回
緑
水
会
＆
群
馬
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ペ
ガ
サ
ス
少
年
野
球
教
室
開
催

27
日
全
国
会
長
研
修
会
議　

奈
良
ま
ほ
ろ
ば
大
会（
27
日
〜
28
日
）

12
日
合
同
親
睦
例
会

6
日
卒
業
生
送
別
記
念
事
業 

沖
縄
本
島（
6
日
〜
8
日
）

5
日
第
2
回
地
域
活
性
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

9
日
講
師
：
日
本
銀
行
前
橋
支
店 

支
店
長　

柴
山 

卓
也 

氏

群
馬
県
青
連
若
手
後
継
者
等
育
成
事
業 

経
営
講
演
会

19
日
青
年
部
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー  

テ
ー
マ
：「
一
緒
が
楽
し
い
、み
ん
な
が
集
う
ク
リ
ス
マ
ス
」

7
日
新
春
例
会

22
日
Ｍ
Ｕ
Ｍ
宇
都
宮
会
議 

前
橋
・
水
戸
・
宇
都
宮
Ｙ
Ｅ
Ｇ
連
携
構
想

14
日
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

B
級
グ
ル
メ
試
食
会

第
18
回
上
州
空
っ
風
凧
揚
げ
大
会
in
前
橋

24
日
第
66
回
定
時
総
会

5
日
第
29
回
全
国
大
会 

え
ひ
め
松
山
大
会（
5
日
〜
7
日
）

20
日
Ｍ
Ｕ
Ｍ
北
関
東
３
県
県
庁
所
在
地
商
工
会
議
所
青
年
部
連
携
事
業（
水
戸
市
）

19
日　
　
　

視
察
先
：
朝
日
新
聞
社
・
N
H
K
日
本
放
送
協
会
・
厚
木
シ
ロ
コ
ロ
ホ
ル
モ
ン

地
域
委
員
会
・
広
報
委
員
会
合
同
視
察
研
修（
19
日
〜
20
日
）

23
日
新
入
会
員
研
修
会

15
日
第
２
回
M
U
M
前
橋
会
議　

前
橋
・
宇
都
宮
・
水
戸
Ｙ
Ｅ
Ｇ
連
携
構
想

24
日
フ
ァ
ミ
リ
ー
親
睦
例
会 

そ
ば
打
ち
体
験
教
室

敷
島
公
園
ま
つ
り

第
10
回
前
橋
シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン

大
胡
グ
リ
ー
ン
フ
ラ
ワ
ー
牧
場
さ
く
ら
ま
つ
り

赤
城
南
面
千
本
桜
祭
り

赤
城
山
つ
つ
じ
ま
つ
り

第
3
回
赤
城
山
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ・レ
ー
ス

ば
ら
園
ま
つ
り

赤
城
神
社
参
道
松
並
木
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

田
口
町
ほ
た
る
ま
つ
り

大
胡
祇
園
ま
つ
り

前
橋
七
夕
ま
つ
り

月
田
近
戸
神
社
秋
季
祭（
さ
さ
ら
）

ホ
リ
デ
ー
イ
ン
前
橋

群
馬
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
祭

前
橋
花
火
大
会

唸
れ
!!
上
州
太
鼓
in
前
橋
プ
ラ
ザ
元
気
21

前
橋
け
や
き
並
木
フ
ェ
ス
タ
2
0
0
9

〜
マ
ン
ド
リ
ン
の
ま
ち
前
橋
〜
朔
太
郎
音
楽
祭
2
0
0
9

上
毛
電
気
鉄
道
感
謝
フ
ェ
ア
イ
ベ
ン
ト

第
61
回
前
橋
ま
つ
り

第
32
回
前
橋
菓
子
ま
つ
り

前
橋
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー

前
橋
大
酉
祭

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ルinFU

JIM
I（

第
12
回
富
士
見
産
業
祭
）

る
な
ぱ
あ
く
開
園
55
周
年
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー

前
橋
初
市
ま
つ
り

第
52
回
全
国
日
本
実
業
団
駅
伝
ニュ
ー
イ
ヤ
ー
駅
伝
開
催

第
２１
回
赤
城
山
雪
ま
つ
り

第
５０
回
全
群
馬
近
代
こ
け
し
コ
ン
ク
ー
ル

前
橋
中
心
商
店
街　

ツ
ナ
ガ
リ
ズ
ム
祭
り

駅
か
ら
ハ
イ
キ
ン
グ「
桜
咲
く
朔
太
郎
の
散
歩
道
」

ま
え
ば
し
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ス
タ
ふ
れ
あ
い
サ
イ
ク
リ
ン
グ

ファミリー親睦例会（そば打ち体験教室）ファミリー親睦例会（そば打ち体験教室） 第65回定時総会第65回定時総会 赤城不動の滝で心身を清めよう会赤城不動の滝で心身を清めよう会 ふれあいフェスティバル B級グルメ試食会ふれあいフェスティバル B級グルメ試食会
ＭＵＭ北関東３県県庁所在地
商工会議所青年部連携事業調印式
ＭＵＭ北関東３県県庁所在地
商工会議所青年部連携事業調印式

第65回定時総会第65回定時総会 赤城不動の滝で心身を清めよう会赤城不動の滝で心身を清めよう会

卒業生送別記念事業卒業生送別記念事業

第18回上州空っ風凧揚げ大会in前橋第18回上州空っ風凧揚げ大会in前橋 ふれあいフェスティバル B級グルメ試食会ふれあいフェスティバル B級グルメ試食会

14

『変革と挑戦』をテーマに新たなるス
テージへ足を踏み入れました。
前橋の活性化を図るため「ご当地グル
メの試作」から始まり、「全国会長研修
会誘致」を目指しての検討委員会を発
足、そして視野の拡大として広域団体
との連携「北関東３県県庁所在地商工
会議所青年部連携事業 (MUM)」と一
歩を踏み出す勇気を持つ新制緑水会と
しての取り組みを行った一年間でした。22代代表幹事

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
緑水会の主な行事

前橋市の主な行事

23代代表幹事 町田 憲昭

総務委員会

代表幹事
町田憲昭

前田　修

役員会総　会

事務局

副代表幹事
池下敦洋
阿部知章
永井鉄平

監　事
角張智之
稲村　啓

須田
牧野

直前代表幹事
高野和之

広報委員会
福田聡樹

会員委員会
宮下　学

経営委員会
小林佑介

地域委員会
新井義宗

事業委員会
町田信明

ぐんま食育
推進委員会
倉林　健

2010（平成22年度）…(会員数102名 )

第
11
回
前
橋
シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン

大
胡
ぐ
り
ー
ん
ふ
ら
わ
ー
牧
場
桜
ま
つ
り

赤
城
南
面
千
本
桜
ま
つ
り

春
の
ば
ら
園
ま
つ
り

田
口
町
ほ
た
る
祭
り

荻
窪
公
園
ア
ジ
サ
イ
ま
つ
り

赤
城
山
つ
つ
じ
ま
つ
り

大
胡
祇
園
ま
つ
り

前
橋
七
夕
ま
つ
り

前
橋
市
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
2
0
1
0

前
橋
花
火
大
会

赤
城
大
沼
白
樺
マ
ラ
ソ
ン

ホ
リ
デ
ー
イ
ン
前
橋

前
橋
花
火
大
会

第
22
回
赤
城
山
夏
祭
り・ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

粕
川
ま
つ
り

赤
城
山
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム

風
の
ま
ち
音
楽
祭

赤
城
大
沼
ワ
カ
サ
ギ
釣
り
解
禁

前
橋
け
や
き
並
木
フ
ェ
ス
タ
2
0
1
0

赤
城
山
麓
い
こ
い
の
里
ま
つ
り

ウ
イ
ン
ド
ミ
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

マ
ン
ド
リ
ン
の
ま
ち
前
橋
・
朔
太
郎
音
楽
祭

グ
ッ
ド
ぐ
ん
ま

第
62
回
前
橋
ま
つ
り

第
22
回
前
橋
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー

ア
マ
チ
ュ
ア
ち
ん
ど
ん
競
演
会
in
前
橋

一
日
ワ
ー
ゲ
ン
博
物
館

ニュ
ー
イ
ヤ
ー
駅
伝
2
0
1
1
i
n
ぐ
ん
ま

前
橋
空
襲
と
都
市
復
興（
臨
江
閣
）

前
橋
初
市
ま
つ
り

第
53
回
全
国
日
本
実
業
団
駅
伝
ニュ
ー
イ
ヤ
ー
駅
伝
開
催

第
５０
回
全
群
馬
近
代
こ
け
し
コ
ン
ク
ー
ル

第
２１
回
赤
城
山
雪
ま
つ
り

前
橋
中
心
商
店
街　

ツ
ナ
ガ
リ
ズ
ム
祭
り

駅
か
ら
ハ
イ
キ
ン
グ「
桜
咲
く
朔
太
郎
の
散
歩
道
」

ま
え
ば
し
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ス
タ
ふ
れ
あ
い
サ
イ
ク
リ
ン
グ

4
日
第
19
回
ロ
ー
ズ
・
ク
ィ
ー
ン
コ
ン
テ
ス
ト 

1
次
審
査

5
日
新
年
度
4
月
例
会

18
日
第
19
回
ロ
ー
ズ
・
ク
ィ
ー
ン
コ
ン
テ
ス
ト 

最
終
審
査

22
日
マ
チ
ダ
平
和
資
料
館
見
学
会

17
日
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
例
会

13
日
田
植
え
体
験

24
日
第
67
回
定
時
総
会

2
日
経
営
勉
強
会 

座
禅
会 

会
場
：
曹
洞
宗　

高
岑
院

19
日
第
2
回「
前
橋 

う
Ｔ
Ｏ
Ｎ
飯
」試
食
会 

会
場
：
日
典
ラ
サ
赤
城
野

14
日
第
55
回
前
橋
花
火
大
会

29
日
第
3
回「
前
橋 

う
Ｔ
Ｏ
Ｎ
飯
」試
食
会 

会
場
：
日
典
ラ
サ
前
橋

30
日　
　
　
　
　
　
　
　

 

講
師
：
前
橋
市
長 

高
木
政
夫 

氏

行
政
と
の
懇
談
例
会 

テ
ー
マ「
市
民
力
・
地
域
力
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
」 

6
日                                      

講
師
：
林
屋
た
い
平 

氏

９
月
例
会 

林
家
た
い
平
独
演
会 

テ
ー
マ「
笑
顔
の
も
と
に
、笑
顔
が
集
ま
る
」 

11
日
海
外
視
察
研
修
会 

台
湾（
11
日
〜
13
日
）

19
日
厚
木
B
ー

1
グ
ラ
ン
プ
リ
視
察

9
日
第
62
回
前
橋
ま
つ
り（
9
日
〜
10
日
）

11
日
稲
刈
り
体
験

17
日
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
太
田
大
会

行
田
市
B
級
グ
ル
メ
大
会「
前
橋 

う
Ｔ
Ｏ
Ｎ
飯
」出
店

22
日
新
入
会
員
研
修
会

14
日
第
3
回
緑
水
会
＆
群
馬
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ペ
ガ
サ
ス
少
年
野
球
教
室
開
催

6
日
M
U
M
連
携
事
業 

宇
都
宮
大
会
in
宮
の
市

20
日
卒
業
生
送
別
記
念
事
業 

京
都
・
名
古
屋（
20
日
〜
22
日
）

4
日
第
4
回「
前
橋 

う
Ｔ
Ｏ
Ｎ
飯
」試
食
会 

会
場
：
ア
モ
ー
ト
若
宮

6
日
合
同
親
睦
会

11
日
お
お
た
食
と
光
の
祭
典「
前
橋 

う
Ｔ
Ｏ
Ｎ
飯
」出
店

19
日
青
年
部
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

7
日
新
春
例
会

18
日
も
ち
米
試
食
会

25
日
セ
ー
ブ
オ
ン
よ
り
お
弁
当
販
売
開
始（
2
月
21
日
ま
で
の
期
間
限
定
）

前
橋
発
B
級
グ
ル
メ「
う
Ｔ
Ｏ
Ｎ
飯 

」

5
日
第
19
回
上
州
空
っ
風
凧
揚
げ
大
会
in
前
橋 

＆ 

ご
当
地
グ
ル
メ
大
集
合

18
日
第
30
回
全
国
大
会
み
や
ぎ
・
仙
台
大
会（
18
日
〜
19
日
）

24
日
第
66
回
定
時
総
会

4
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

講
師
：
株
式
会
社
読
売
巨
人
軍 

球
団
代
表 

清
武
英
利 

氏

２
月
例
会 

群
馬
県
青
連
特
別
講
演
会 

テ
ー
マ「
言
葉
の
拳
で
打
て
〜　

巨
人
の
叱
る
技
術
」

26
日
７
月
例
会 

フ
ァ
ミ
リ
ー
親
睦
例
会 

う
ど
ん
打
ち
体
験
教
室

　混迷を深める経済情勢の下、先ず、
緑水会の存在意義を明確にして、全て
の会員が再認識することが肝要と考え
ました。そして、「人間、自然が一番」
をテーマに、無理なく心地よい緊張感
を共有し、筋肉質な緑水会活動を目指
しました。チャリティーゴルフ等の交
流事業を積極的に企画し、また、全国
会長研修会前橋会議誘致に向けて、会
として動き始めた年となりました。

15

ご当地グルメ大集合ご当地グルメ大集合２月例会 群馬県青連特別講演会２月例会 群馬県青連特別講演会第62回前橋まつり第62回前橋まつり9月例会　林家たい平独演会9月例会　林家たい平独演会田植え体験田植え体験



4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
緑水会の主な行事

前橋市の主な行事

前田  修

総務室

代表幹事
前田　修

田島　宏明

役員会総　会

事務局

副代表幹事
伴　　卓
町田憲昭
池下敦洋

監　事
阿久津和彦
小野　靖浩

須田
牧野

直前代表幹事
阿部知章

広報委員会
塩谷勝利

会員委員会
塚越正浩

経営委員会
新井義宗

地域委員会
倉林　健

事業委員会
中田和郎

2009（平成21年度）…(会員数109名 )

5
日
第
18
回
ロ
ー
ズ
・
ク
ィ
ー
ン
コ
ン
テ
ス
ト 

1
次
審
査

6
日
新
年
度
4
月
例
会

19
日
第
18
回
ロ
ー
ズ
・
ク
ィ
ー
ン
コ
ン
テ
ス
ト 

最
終
審
査

19
日                          

講
師:

富
士
宮
や
き
そ
ば
学
会
運
営
専
務　

渡
辺
孝
秀
氏

第
１
回
地
域
勉
強
会 

テ
ー
マ「
富
士
宮
に
学
ぶ
前
橋
の
地
域
発
展
」

13
日
第
１
回
経
営
勉
強
会 

座
禅
会 

会
場
：
曹
洞
宗　

高
岑
院

24
日
第
65
回
定
時
総
会

12
日
7
月
環
境
奉
仕
活
動
例
会 

七
夕
ま
つ
り
ク
リ
ー
ン
運
動 

16
日                

講
師
：
三
輪
委
員（
経
営
）、須
田（
事
務
局
）

経
営
勉
強
会 

テ
ー
マ「
制
度
融
資
＆
助
成
金
」

8
日
第
54
回
前
橋
花
火
大
会

28
日
全
国
会
長
研
修
会
議
誘
致
検
討
委
員
会
発
足

5
日
第
３
回
経
営
勉
強
会 

「
滝
行
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
」赤
城
不
動
の
滝
で
心
身
を
清
め
よ
う
会

15
日
講
師
：
日
本
ベ
ジ
タ
ブ
ル
＆
フ
ル
ー
ツ
マ
イ
ス
タ
ー 

田
村
善
男 

氏

第
２
回
地
域
勉
強
会

24
日　
　
　
　
　

講
師
：
田
中
一
幸
・
都
丸
和
俊
・
小
曽
根
英
明
先
輩

経
営
例
会 

テ
ー
マ「
緑
水
会
員
と
し
て
の
心
構
え
」 

9
日
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
静
岡
大
会（
9
日
〜
10
日
）

10
日
第
61
回
前
橋
ま
つ
り（
10
日
〜
11
日
）

24
日
第
1
回
地
域
活
性
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ「
Ｂ
級
グ
ル
メ
で
街
お
こ
し
」

15
日
第
2
回
緑
水
会
＆
群
馬
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ペ
ガ
サ
ス
少
年
野
球
教
室
開
催

27
日
全
国
会
長
研
修
会
議　

奈
良
ま
ほ
ろ
ば
大
会（
27
日
〜
28
日
）

12
日
合
同
親
睦
例
会

6
日
卒
業
生
送
別
記
念
事
業 

沖
縄
本
島（
6
日
〜
8
日
）

5
日
第
2
回
地
域
活
性
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

9
日
講
師
：
日
本
銀
行
前
橋
支
店 

支
店
長　

柴
山 

卓
也 

氏

群
馬
県
青
連
若
手
後
継
者
等
育
成
事
業 

経
営
講
演
会

19
日
青
年
部
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー  

テ
ー
マ
：「
一
緒
が
楽
し
い
、み
ん
な
が
集
う
ク
リ
ス
マ
ス
」

7
日
新
春
例
会

22
日
Ｍ
Ｕ
Ｍ
宇
都
宮
会
議 

前
橋
・
水
戸
・
宇
都
宮
Ｙ
Ｅ
Ｇ
連
携
構
想

14
日
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

B
級
グ
ル
メ
試
食
会

第
18
回
上
州
空
っ
風
凧
揚
げ
大
会
in
前
橋

24
日
第
66
回
定
時
総
会

5
日
第
29
回
全
国
大
会 

え
ひ
め
松
山
大
会（
5
日
〜
7
日
）

20
日
Ｍ
Ｕ
Ｍ
北
関
東
３
県
県
庁
所
在
地
商
工
会
議
所
青
年
部
連
携
事
業（
水
戸
市
）

19
日　
　
　

視
察
先
：
朝
日
新
聞
社
・
N
H
K
日
本
放
送
協
会
・
厚
木
シ
ロ
コ
ロ
ホ
ル
モ
ン

地
域
委
員
会
・
広
報
委
員
会
合
同
視
察
研
修（
19
日
〜
20
日
）

23
日
新
入
会
員
研
修
会

15
日
第
２
回
M
U
M
前
橋
会
議　

前
橋
・
宇
都
宮
・
水
戸
Ｙ
Ｅ
Ｇ
連
携
構
想

24
日
フ
ァ
ミ
リ
ー
親
睦
例
会 

そ
ば
打
ち
体
験
教
室

敷
島
公
園
ま
つ
り

第
10
回
前
橋
シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン

大
胡
グ
リ
ー
ン
フ
ラ
ワ
ー
牧
場
さ
く
ら
ま
つ
り

赤
城
南
面
千
本
桜
祭
り

赤
城
山
つ
つ
じ
ま
つ
り

第
3
回
赤
城
山
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ・レ
ー
ス

ば
ら
園
ま
つ
り

赤
城
神
社
参
道
松
並
木
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

田
口
町
ほ
た
る
ま
つ
り

大
胡
祇
園
ま
つ
り

前
橋
七
夕
ま
つ
り

月
田
近
戸
神
社
秋
季
祭（
さ
さ
ら
）

ホ
リ
デ
ー
イ
ン
前
橋

群
馬
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
祭

前
橋
花
火
大
会

唸
れ
!!
上
州
太
鼓
in
前
橋
プ
ラ
ザ
元
気
21

前
橋
け
や
き
並
木
フ
ェ
ス
タ
2
0
0
9

〜
マ
ン
ド
リ
ン
の
ま
ち
前
橋
〜
朔
太
郎
音
楽
祭
2
0
0
9

上
毛
電
気
鉄
道
感
謝
フ
ェ
ア
イ
ベ
ン
ト

第
61
回
前
橋
ま
つ
り

第
32
回
前
橋
菓
子
ま
つ
り

前
橋
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー

前
橋
大
酉
祭

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ルinFU

JIM
I（

第
12
回
富
士
見
産
業
祭
）

る
な
ぱ
あ
く
開
園
55
周
年
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー

前
橋
初
市
ま
つ
り

第
52
回
全
国
日
本
実
業
団
駅
伝
ニュ
ー
イ
ヤ
ー
駅
伝
開
催

第
２１
回
赤
城
山
雪
ま
つ
り

第
５０
回
全
群
馬
近
代
こ
け
し
コ
ン
ク
ー
ル

前
橋
中
心
商
店
街　

ツ
ナ
ガ
リ
ズ
ム
祭
り

駅
か
ら
ハ
イ
キ
ン
グ「
桜
咲
く
朔
太
郎
の
散
歩
道
」

ま
え
ば
し
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ス
タ
ふ
れ
あ
い
サ
イ
ク
リ
ン
グ

ファミリー親睦例会（そば打ち体験教室）ファミリー親睦例会（そば打ち体験教室） 第65回定時総会第65回定時総会 赤城不動の滝で心身を清めよう会赤城不動の滝で心身を清めよう会 ふれあいフェスティバル B級グルメ試食会ふれあいフェスティバル B級グルメ試食会
ＭＵＭ北関東３県県庁所在地
商工会議所青年部連携事業調印式
ＭＵＭ北関東３県県庁所在地
商工会議所青年部連携事業調印式

第65回定時総会第65回定時総会 赤城不動の滝で心身を清めよう会赤城不動の滝で心身を清めよう会

卒業生送別記念事業卒業生送別記念事業

第18回上州空っ風凧揚げ大会in前橋第18回上州空っ風凧揚げ大会in前橋 ふれあいフェスティバル B級グルメ試食会ふれあいフェスティバル B級グルメ試食会

14

『変革と挑戦』をテーマに新たなるス
テージへ足を踏み入れました。
前橋の活性化を図るため「ご当地グル
メの試作」から始まり、「全国会長研修
会誘致」を目指しての検討委員会を発
足、そして視野の拡大として広域団体
との連携「北関東３県県庁所在地商工
会議所青年部連携事業 (MUM)」と一
歩を踏み出す勇気を持つ新制緑水会と
しての取り組みを行った一年間でした。22代代表幹事

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
緑水会の主な行事

前橋市の主な行事

23代代表幹事 町田 憲昭

総務委員会

代表幹事
町田憲昭

前田　修

役員会総　会

事務局

副代表幹事
池下敦洋
阿部知章
永井鉄平

監　事
角張智之
稲村　啓

須田
牧野

直前代表幹事
高野和之

広報委員会
福田聡樹

会員委員会
宮下　学

経営委員会
小林佑介

地域委員会
新井義宗

事業委員会
町田信明

ぐんま食育
推進委員会
倉林　健

2010（平成22年度）…(会員数102名 )

第
11
回
前
橋
シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン

大
胡
ぐ
り
ー
ん
ふ
ら
わ
ー
牧
場
桜
ま
つ
り

赤
城
南
面
千
本
桜
ま
つ
り

春
の
ば
ら
園
ま
つ
り

田
口
町
ほ
た
る
祭
り

荻
窪
公
園
ア
ジ
サ
イ
ま
つ
り

赤
城
山
つ
つ
じ
ま
つ
り

大
胡
祇
園
ま
つ
り

前
橋
七
夕
ま
つ
り

前
橋
市
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
2
0
1
0

前
橋
花
火
大
会

赤
城
大
沼
白
樺
マ
ラ
ソ
ン

ホ
リ
デ
ー
イ
ン
前
橋

前
橋
花
火
大
会

第
22
回
赤
城
山
夏
祭
り・ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

粕
川
ま
つ
り

赤
城
山
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム

風
の
ま
ち
音
楽
祭

赤
城
大
沼
ワ
カ
サ
ギ
釣
り
解
禁

前
橋
け
や
き
並
木
フ
ェ
ス
タ
2
0
1
0

赤
城
山
麓
い
こ
い
の
里
ま
つ
り

ウ
イ
ン
ド
ミ
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

マ
ン
ド
リ
ン
の
ま
ち
前
橋
・
朔
太
郎
音
楽
祭

グ
ッ
ド
ぐ
ん
ま

第
62
回
前
橋
ま
つ
り

第
22
回
前
橋
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー

ア
マ
チ
ュ
ア
ち
ん
ど
ん
競
演
会
in
前
橋

一
日
ワ
ー
ゲ
ン
博
物
館

ニュ
ー
イ
ヤ
ー
駅
伝
2
0
1
1
i
n
ぐ
ん
ま

前
橋
空
襲
と
都
市
復
興（
臨
江
閣
）

前
橋
初
市
ま
つ
り

第
53
回
全
国
日
本
実
業
団
駅
伝
ニュ
ー
イ
ヤ
ー
駅
伝
開
催

第
５０
回
全
群
馬
近
代
こ
け
し
コ
ン
ク
ー
ル

第
２１
回
赤
城
山
雪
ま
つ
り

前
橋
中
心
商
店
街　

ツ
ナ
ガ
リ
ズ
ム
祭
り

駅
か
ら
ハ
イ
キ
ン
グ「
桜
咲
く
朔
太
郎
の
散
歩
道
」

ま
え
ば
し
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ス
タ
ふ
れ
あ
い
サ
イ
ク
リ
ン
グ

4
日
第
19
回
ロ
ー
ズ
・
ク
ィ
ー
ン
コ
ン
テ
ス
ト 

1
次
審
査

5
日
新
年
度
4
月
例
会

18
日
第
19
回
ロ
ー
ズ
・
ク
ィ
ー
ン
コ
ン
テ
ス
ト 

最
終
審
査

22
日
マ
チ
ダ
平
和
資
料
館
見
学
会

17
日
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
例
会

13
日
田
植
え
体
験

24
日
第
67
回
定
時
総
会

2
日
経
営
勉
強
会 

座
禅
会 

会
場
：
曹
洞
宗　

高
岑
院

19
日
第
2
回「
前
橋 

う
Ｔ
Ｏ
Ｎ
飯
」試
食
会 

会
場
：
日
典
ラ
サ
赤
城
野

14
日
第
55
回
前
橋
花
火
大
会

29
日
第
3
回「
前
橋 

う
Ｔ
Ｏ
Ｎ
飯
」試
食
会 

会
場
：
日
典
ラ
サ
前
橋

30
日　
　
　
　
　
　
　
　

 

講
師
：
前
橋
市
長 
高
木
政
夫 

氏

行
政
と
の
懇
談
例
会 

テ
ー
マ「
市
民
力
・
地
域
力
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
」 

6
日                                      
講
師
：
林
屋
た
い
平 

氏

９
月
例
会 

林
家
た
い
平
独
演
会 
テ
ー
マ「
笑
顔
の
も
と
に
、笑
顔
が
集
ま
る
」 

11
日
海
外
視
察
研
修
会 

台
湾（
11
日
〜
13
日
）

19
日
厚
木
B
ー

1
グ
ラ
ン
プ
リ
視
察

9
日
第
62
回
前
橋
ま
つ
り（
9
日
〜
10
日
）

11
日
稲
刈
り
体
験

17
日
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
太
田
大
会

行
田
市
B
級
グ
ル
メ
大
会「
前
橋 

う
Ｔ
Ｏ
Ｎ
飯
」出
店

22
日
新
入
会
員
研
修
会

14
日
第
3
回
緑
水
会
＆
群
馬
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ペ
ガ
サ
ス
少
年
野
球
教
室
開
催

6
日
M
U
M
連
携
事
業 

宇
都
宮
大
会
in
宮
の
市

20
日
卒
業
生
送
別
記
念
事
業 

京
都
・
名
古
屋（
20
日
〜
22
日
）

4
日
第
4
回「
前
橋 

う
Ｔ
Ｏ
Ｎ
飯
」試
食
会 

会
場
：
ア
モ
ー
ト
若
宮

6
日
合
同
親
睦
会

11
日
お
お
た
食
と
光
の
祭
典「
前
橋 

う
Ｔ
Ｏ
Ｎ
飯
」出
店

19
日
青
年
部
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

7
日
新
春
例
会

18
日
も
ち
米
試
食
会

25
日
セ
ー
ブ
オ
ン
よ
り
お
弁
当
販
売
開
始（
2
月
21
日
ま
で
の
期
間
限
定
）

前
橋
発
B
級
グ
ル
メ「
う
Ｔ
Ｏ
Ｎ
飯 

」

5
日
第
19
回
上
州
空
っ
風
凧
揚
げ
大
会
in
前
橋 

＆ 

ご
当
地
グ
ル
メ
大
集
合

18
日
第
30
回
全
国
大
会
み
や
ぎ
・
仙
台
大
会（
18
日
〜
19
日
）

24
日
第
66
回
定
時
総
会

4
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

講
師
：
株
式
会
社
読
売
巨
人
軍 

球
団
代
表 

清
武
英
利 

氏

２
月
例
会 

群
馬
県
青
連
特
別
講
演
会 

テ
ー
マ「
言
葉
の
拳
で
打
て
〜　

巨
人
の
叱
る
技
術
」

26
日
７
月
例
会 

フ
ァ
ミ
リ
ー
親
睦
例
会 

う
ど
ん
打
ち
体
験
教
室

　混迷を深める経済情勢の下、先ず、
緑水会の存在意義を明確にして、全て
の会員が再認識することが肝要と考え
ました。そして、「人間、自然が一番」
をテーマに、無理なく心地よい緊張感
を共有し、筋肉質な緑水会活動を目指
しました。チャリティーゴルフ等の交
流事業を積極的に企画し、また、全国
会長研修会前橋会議誘致に向けて、会
として動き始めた年となりました。

15

ご当地グルメ大集合ご当地グルメ大集合２月例会 群馬県青連特別講演会２月例会 群馬県青連特別講演会第62回前橋まつり第62回前橋まつり9月例会　林家たい平独演会9月例会　林家たい平独演会田植え体験田植え体験



（
福
島
県
南
相
馬
市
Y
E
G
）

災
害
支
援
活
動

14
日

20
日

平
成
22
年
度
卒
業
生
送
別
会

第
５６
回
吉
祥
会
全
国
大
会

荻
窪
公
園
ア
ジ
サ
イ
ま
つ
り

田
口
町
ほ
た
る
ま
つ
り

第
５９
回
電
機
連
合
定
期
大
会

第
２０
回
日
本
腎
泌
尿
器
疾
患
予
防
医
学
研
究
会

　
　
　
　

〜
東
北
に
届
け　

復
興
の
願
い
〜

第
61
回
前
橋
七
夕
ま
つ
り

大
胡
祇
園
ま
つ
り

12
日

「
う
T
O
N
飯
」商
標
登
録
完
了
!

8
日

第
69
回
定
時
総
会

24
日

前
橋
七
夕
ま
つ
り　

ク
リ
ー
ン
作
戦

10
日

高
岡
・
前
橋
Y
E
G
情
報
交
換
会
・
懇
親
会

20
日

親
子
料
理
教
室　

太
巻
き
編

フ
ァ
ミ
リ
ー
親
睦
例
会

29
日

前
橋
う
T
O
N
飯
出
店（
太
田
市
本
町
大
門
通
り
）

が
ん
ば
ろ
う
日
本
!
第
１
回
呑
龍
市

22
日

群
馬
県
商
工
会
議
所
青
年
部
連
合
会
通
常
総
会

第
１
回
群
馬
県
商
工
会
議
所
青
年
部
連
合
会
役
員
会

24
日

第
２
回
群
馬
県
商
工
会
議
所
青
年
部
連
合
会
役
員
会

21
日

緑水会の主な行事
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総務委員会

代表幹事
町田憲昭

前田　修

役員会総　会

事務局

副代表幹事
阿部知章
永井鉄平
高野和之

監　事
稲村　啓
森本克哉

須田
牧野

直前代表幹事
高野和之

広報委員会
長坂雅紀

会員委員会
関　直人

経営委員会
宮下　学

地域委員会
倉林　健

事業委員会
平形敦史

2011（平成23年度）…(会員数104名 )

　2年間の総務委員長の大役を終え、無事に次年度に引継ぎ
をできるのも、委員会メンバーの皆様方、また、会員皆様方の
ご理解、ご協力あってのことと、心より感謝申し上げます。
　昨年度は震災があり、日本中が激動の1年でありました。各
企業においても大変な一年であったと思います。緑水会も例
外無く、会をどう進めていくのか、何をすべきか、議論もあり
ましたが、町田代表幹事の一言「先ずは自分達の地域経済をま
わすことが大事である。」という信念から、極力通常通り事業
を行なわせていただきました。
「絆」という言葉が合言葉のように飛び交い、自分が日本人で
あるということを、人生において一番意識した一年であった
と思います。自分一人では答えが出なかったであろうことが、
緑水会のメンバーと一緒に考え行動する中で、何かのヒント
を頂いたように感じます。本当に緑水会に入会して良かった
と思える一年でした。ありがとうございました。感謝。

平成23年度
総務委員長

高野 和之

平成23年度
広報委員長

長坂 雅紀

　広報委員会と言う活動を通じ、青年部の活動力・行動力、そし
てチームワーク力を体で感じる一年を過ごすことが出来た事
に感謝致します。『緑水会』と言う伝統の名前のもと会員が自社
企業の発展、前橋市の発展、そして日本の為に今出来るかを考
えた一年だったと振り返ると感じます。広報として色々な発信
をさせて頂きました。その中でもまえばしの絆イベントとして
『３万人の子供達のメッセージ』を震災地に届けさせて頂きま
した。一人では出来ない事、人と人との心の広報活動が出来た
事に感謝し、そしてこの場を頂いた関係各位の皆様に感謝致し
ます。最後に広報メンバー、会員の皆さん本当にお世話になり
ました。

前橋市の主な行事

平
成
27
年
度
全
国
会
長
研
修
会
誘
致
委
員
会

災害支援活動 ファミリー親睦例会 第69回定時総会 前橋七夕まつり　クリーン作戦

23代代表幹事 町田 憲昭

全国会長研修会
誘致委員会 
福田聡樹

　大震災を契機に、「絆」の力を信じて、
深めていくことの大切さを実感した印
象的な年となりました。日本中を包ん
だ自粛ムードに、当会活動も、４月例
会、ローズクイーンコンテストの中止
を余儀なくされました。しかし、前橋
が全国会長研修の予定地に決定し、さ
らには私自身、県青連会長の職を務め
させていただくなど、年間を通じて、
特別な年とすることができました。
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工
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24
日
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回
群
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年
部
連
合
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員
会

21
日

緑水会の主な行事
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2011（平成23年度）…(会員数104名 )

　2年間の総務委員長の大役を終え、無事に次年度に引継ぎ
をできるのも、委員会メンバーの皆様方、また、会員皆様方の
ご理解、ご協力あってのことと、心より感謝申し上げます。
　昨年度は震災があり、日本中が激動の1年でありました。各
企業においても大変な一年であったと思います。緑水会も例
外無く、会をどう進めていくのか、何をすべきか、議論もあり
ましたが、町田代表幹事の一言「先ずは自分達の地域経済をま
わすことが大事である。」という信念から、極力通常通り事業
を行なわせていただきました。
「絆」という言葉が合言葉のように飛び交い、自分が日本人で
あるということを、人生において一番意識した一年であった
と思います。自分一人では答えが出なかったであろうことが、
緑水会のメンバーと一緒に考え行動する中で、何かのヒント
を頂いたように感じます。本当に緑水会に入会して良かった
と思える一年でした。ありがとうございました。感謝。

平成23年度
総務委員長

高野 和之

平成23年度
広報委員長

長坂 雅紀

　広報委員会と言う活動を通じ、青年部の活動力・行動力、そし
てチームワーク力を体で感じる一年を過ごすことが出来た事
に感謝致します。『緑水会』と言う伝統の名前のもと会員が自社
企業の発展、前橋市の発展、そして日本の為に今出来るかを考
えた一年だったと振り返ると感じます。広報として色々な発信
をさせて頂きました。その中でもまえばしの絆イベントとして
『３万人の子供達のメッセージ』を震災地に届けさせて頂きま
した。一人では出来ない事、人と人との心の広報活動が出来た
事に感謝し、そしてこの場を頂いた関係各位の皆様に感謝致し
ます。最後に広報メンバー、会員の皆さん本当にお世話になり
ました。

前橋市の主な行事

平
成
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度
全
国
会
長
研
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会
誘
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委
員
会

災害支援活動 ファミリー親睦例会 第69回定時総会 前橋七夕まつり　クリーン作戦

23代代表幹事 町田 憲昭

全国会長研修会
誘致委員会 
福田聡樹

　大震災を契機に、「絆」の力を信じて、
深めていくことの大切さを実感した印
象的な年となりました。日本中を包ん
だ自粛ムードに、当会活動も、４月例
会、ローズクイーンコンテストの中止
を余儀なくされました。しかし、前橋
が全国会長研修の予定地に決定し、さ
らには私自身、県青連会長の職を務め
させていただくなど、年間を通じて、
特別な年とすることができました。
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平成23年度
会員委員長

関　直人

平成23年度
経営委員長

宮下　学

　会員委員会とは新入会員に会の魅力や活動内容等を少し
でも多く理解してもらい、今後の緑水会活動を楽しんで行っ
てもらえる事を目標に活動してきました。その中で1年間会
員委員会の委員長を務めさせて頂き、会員委員会のメンバー
をはじめ多くの方々に支えてもらい私自身も成長する事が
出来たと思います。人と人とのつながりの中で自分自身のス
キルアップなど知らず知らずのうちに形成されているのだ
とあらためて思いました。
委員長としての緑水会活動とても充実して、本当に楽しくや
らせてもらいました。1年間ありがとうございました。

経営委員会は、「経営者としての資質向上」という緑水会の中
でも堅い部分を担っていますが、そこをブレないように心掛
けながら１年間努めさせていただきました。経営委員会のメ
ンバーには、各事業における企画の段階から積極的な議論を
していただき、その結果、全員が参加できる「行政との懇談例
会」、先輩である群馬ヤクルトの星野社長による理念を持っ
た経営をテーマにした「講師例会」という２つの例会を無事
開催することができました。１年間、熱く、そして楽しい委員
会ができたことに感謝します。ありがとうございました！

■TV…家政婦のミタ、サッカー・AFCアジアカップ2011・日本×韓国、
　　　 サッカー・AFCアジアカップ2011・決勝・日本×オーストラリア、
　　　 サッカー女子ロンドン五輪アジア最終予選・日本×韓国、日曜劇場・JIN－仁、マルモのおきて
■書籍…＜芥川賞＞朝吹真理子『きことわ』、西村賢太『苦役列車』
　　　　＜直木賞＞道尾秀介『月と蟹』、木内昇『漂砂のうたう』
　　　　＜2011 年年間ベストセラー＞東川篤哉『謎解きはディナーのあとで』
■ビジネス書籍…岩崎夏海 『もし高校野球の女子マネージャーがドラッカーの『マネジメント』を読んだら』
■音楽…フライングゲッド、Everyday、カチューシャ、風は吹いている、上からマリコ、桜の木になろう(AKB48)、
　　　　マル・マル・モリ・モリ！（薫と友樹、たまにムック。）、Ｌotus、迷宮ラブソング( 嵐 )、
　　　　Everybody Go（Kis-My-Ft2）、パレオはエメラルド（SKE48）
■言葉…なでしこジャパン、絆、スマホ、どしょう内閣、どや顔、帰宅難民、こだまでしょうか、3.11、風評被害、
　　　　ラブ注入、おねえキャラ、がんばろう日本、計画停電、あげぽよ、君かわうぃねえ、除染、シーベルト、
　　　　放射線量、メルトダウン、ホットスポット、内部被爆、節電、超円高、ユーロ危機
■日経平均株価…8,455.35( 終値 )　■円相場（ドル）…81.68 円（年初 1/4）～ 77.57 円（年末 12/30）

前橋の絆 第一次ご当地グルメ合戦 第63回前橋まつり ダイヤモンドペガサス野球教室

理事
25名

会長
町田憲昭(前橋YEG)

監　事
岡田秀一(太田YEG)
長門隆幸(沼田YEG)

副会長
福田雅之(桐生YEG)
山崎裕紀雄(伊勢崎YEG)

直前会長
國武正史（渋川YEG）

運営専務
阿部知章（前橋YEG）

平成２３年度群馬県商工会議所青年部連合会 組織図
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平成23年度
地域委員長

倉林　健

平成23年度
事業委員長

平形 敦史

本年度地域委員会は前橋うＴＯＮ飯を中心とした活動になり
ました。前橋うＴＯＮ飯は3年前の地域委員会から継続して
行われ、数々のイベントから出店オファーが来るまでになり
ました。また、委員会の垣根を越えてプロジェクトチームを募
りイベントをこなしてきました。これにより先輩後輩関係な
く仲間という絆が生まれ、辛い中にも楽しさが発見できるよ
うになりました。これこそが緑水会なのかなと感じました。
　最後に前橋うＴＯＮ飯プロジェクトを行うにあたり、永井
副代表には背中を押していただき感謝しております。また、地
域委員会率いるプロジェクトメンバーの皆様ありがとうござ
いました。

平成２３年度事業委員会は、４月に予定していたローズクイー
ンコンテストが東日本大震災の影響により中止になるという、
過去に無いスタートとなりました。
これにより、第１９代ローズクイーンの松本さん、髙平さんに
は２年目も継続して務めて頂く事となり大変な御苦労をお掛
け致しました。
このような状況でスタートした事業委員会ですが、その後は、
高岡YEG交流会、ダイヤモンドペガサス野球教室、前橋まつり
だんべえ部会、上州空っ風凧揚げ大会と与えられた事業を委員
会メンバーの精力的な活躍と阿部副代表、町田代表幹事の御協
力と御支援により、なんとか成功させる事が出来ました。
一年間、事業委員長を何とか務められのも、会員皆様の御協力
の賜物であると痛感致しております。誠に有難う御座いまし
た。

青パト出発式青パト出発式 新春例会新春例会 第20回上州空っ風凧揚げ大会第20回上州空っ風凧揚げ大会 第70回定時総会第70回定時総会

4月

5月

6月

7月

8月

高崎市（群馬県）が中核市に移行。
東北地方太平洋沖地震地震の余震と見られるM7.1の地震が発生
「焼肉酒家えびす」で集団食中毒かかる事件が発生。死者数4人。
大相撲で八百長が発覚した事を受け、春、夏場所が中止。
中部電力が、菅内閣総理大臣の要請を受諾し、浜岡原子力発電所原子炉の運転を停止した。
北海道旅客鉄道石勝線占冠駅 - 新夕張駅間で特急列事故発生。
小笠原諸島がユネスコ世界自然遺産の登録物件となる。
平泉の歴史的建造物群が「平泉 - 仏国土（浄土）を表す建築・庭園及び考古学的遺跡群」の
名でユネスコ世界文化遺産の登録物件となる。
長野県中部を震源とするマグニチュード5.4の地震が発生。
東日本大震災後の夏場の電力不足に備え、東京電力と東北電力管内の大企業などに対し、
昨夏比１５％の節電を義務付ける電力使用制限令を発動した。
第６回女子ワールドカップドイツ大会。日本代表「なでしこジャパン」が初優勝した。
東日本大震災で被災した岩手、宮城、福島の３県を除き、地上デジタル放送に完全移行した。
島田紳助が暴力団関係者との交際を理由に芸能界引退を電撃発表し、即日引退。
内閣総理大臣・菅直人が退陣、民主党代表選挙にて、野田佳彦が民主党代表に選出された。

2011年 9月

10月
11月

12月
1月

2月

3月

民主党の野田佳彦前財務相は、第９５代、６２人目の首相に就任し、野田内閣が発足した。
台風１２、１５号が上陸し、記録的大雨による被害が相次ぎ、死者・行方不明者は計１１２人に上っ
た。１５号では、東海地方を中心に、避難勧告・指示の対象者が約１４０万人に上った。
秋篠宮家の眞子内親王が成年になった。
東京都墨田区の東京スカイツリーは、目標の高さ６３４メートルに到達し、英ギネス・ワールド・レコーズ
社が、「世界一高いタワー」と認定した。
大阪府知事選と大阪市長選が投開票され、橋下徹前知事が大阪市長、松井一郎前府議が知事
にそれぞれ初当選し、橋下氏率いる地域政党・大阪維新の会が完勝した。
皆既月食が日本各地で観測される。欠け始めから終わりまで全過程が観測できる好条件。
箱根大学駅伝　東洋大学が総合優勝。柏原竜二選手が山登りの５区で区間記録を塗り替
え、主将として優勝に貢献した。
広島県広島市の広島刑務所に服役していた中国籍の男が突如脱獄し、全国に指名手配され
ていたが、その2日後に市内の路上で発見され、身柄を確保、後に逮捕された。
ロシア大統領選挙。第一回投票でウラジーミル・プーチン候補が6割を越える得票で当選。
アメリカ合衆国国勢調査局の推計で世界人口が70億人を突破する（国連人口基金による
2011年版「世界人口白書」の推計では前年に突破）。

2012年
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日

平成 23 年度活動の記録
私たち前橋商工会議所青年部緑水会は、

平成 23 年度「絆」をテーマに 1 年間を通して様々なイベントを

企画・運営し地域発展のため日々活動してまいりました。

ここでは、撮りためた記録の一部をご紹介致します
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20

髙平茉実
　薄ピンクの制服と帽子、そして素敵なハイヒール。一瞬にして魔法をかけられローズクィーンとして様々なイベントに参加させて頂き、たくさんの

人と出会い、普段ではできない貴重な体験をさせて頂きました。

昨年には震災があり、日本中の人達が被災された方々に心痛められました。復興を模索し続ける中で人とのつながりや絆を強く結ぶことの大切さ

を伝えた年でもありました。前橋の行事は慎重の中でも人々の心に温かさや元気を与えており、それを身近に感じることができ感動を覚えました。

そしてそこには、計画し実行されるまで絶え間ない努力と情熱があってのこと。人は人のために生き、支えあうものと改めて感じることが出来ました。

ローズクィーンとしての魔法が溶けても、皆様から頂きました教えややさしさを大切にし、いつまでも明るく気品のある女性として日 を々送っていきた

いと思っています。

最年少で至らない私でしたが、前橋商工会議所青年部の皆様をはじめ関係各種の方々には、温かなご指導頂き感謝しております。今後も前橋

市が益々の発展を遂げてゆきますよう応援し続けたいと思います。最後にこのような機会をくださいました皆様、本当にありがとうございました。

松本亜希子
「感慨無量」2 年間をまとめるとするなら月並みですがこの言葉が自然とでてきます。新しい環境、経験したことのない華やかさにいつもわくわくし、

人との出会いが楽しいと思えた１年目。知らなかった前橋の魅力も再発見し、女性としても、前橋市民としても成長させて頂きました。2 年目は震

災の影響もあり喜ばしいスタートとはいえませんでした。何の力もない私ですが精一杯努める事が何かに繋がればという思いで努めさせて頂きました。

１年目の経験を生かしてよりよい活動ができたと思います。また１年だけでは交流しきれなかった皆さんとも多くお話をさせて頂くことができ知識、見

聞が広がった気がしています。夢のような経験を２年もさせて頂いたことは人生の宝物の一つとなりました。これからも前橋市内外問わず友人や出

会った人に私なりの前橋の魅力を伝えて行きたいと考えております。大好きな前橋市がこれからもっと活気のある街に、より住み良い街になること

を願っています。このような機会を与えてくださり2年間温かくご指導頂いたすべての皆様にお礼申し上げます。ありがとうございました。

Akiko.Matsumoto

R O S EQU E EN

Mami.Takahira

R O S EQU E EN

「 2 年 を 振り返 って 」
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NEW MAEBASHI YOUNG ENTREPRENEURS GROUP STRUCTURE

平成24年度前橋商工会議所青年部 緑水会

後列左から：長坂雅紀、宇野友洋、小林祐介、高橋功二、野村雅弘、阿部知章、
前列左から：森本克哉、宮下　学、前田　修、町田憲昭、永井鉄平、高野和之、新井義宗
後列左から：長坂雅紀、宇野友洋、小林祐介、高橋功二、野村雅弘、阿部知章、
前列左から：森本克哉、宮下　学、前田　修、町田憲昭、永井鉄平、高野和之、新井義宗

副代表幹事　永井 鉄平　（株）永井組
今年度、昨年に引き続き副代表幹事を仰せつかりました、永井鉄平です。
総務委員会と会員委員会を担当しますが、二人の若い委員長を全力で
サポートしていきたいと思います。私たちを取り巻く環境は、昨年3月11日に
起きた東日本大震災以降、まだまだ厳しい状況が続いています。そんな中、
私たち緑水会は今年創立35周年を迎え、例年の事業をこなしながらの4年
後に迫った全国会長研修会議への準備のスタート等、今年はかなり忙しい
1年となります。私も会員のみなさんと一緒になって、町田代表幹事を精一杯
盛り上げて行きたいと思います。今年1年よろしくお願いします。

副代表幹事　宮下 学　宮下工業（株）
昨年度までは委員長を務めてまいりましたが、本年度は副代表幹事という
大役を仰せつかり、身の引き締まる思いであります。町田代表幹事、そして両先
輩副代表幹事のもと、緑水会がより発展できるよう心掛けて努めてまいります。
担当の委員会は、経営委員会と中長期ビジョン委員会であり、本年度の事業、
そして今後の緑水会事業と多岐にわたりますが、各委員会メンバーがより多く
参加し活発な意見を出せるような委員会となるように、微力ではありますが委
員長をサポートし盛り上げたいと思っております。１年間、よろしくお願いいたします。

副代表幹事　高野 和之　（株）高野商店
本年度、副代表幹事の大役を仰せつかりました、広報委員会と地域事業委員会
を担当させていただきます。町田代表幹事のもと会員皆様と共に自社企業のため
、自分のため、地域社会のために緑水会活動を有意義なものになるよう努力をし
ていきたいと思っています。私自身の本年度の役割は、委員長を中心に委員会活
動が円滑に進められるように、側面からサポートをして、メンバー全員がこの１年
を終えたとき、緑水会に入会して良かった、役に立ったと思えるような年に出来れ
ばと考えています。
会員相互のコミュニケーションを大切に、時には意見をぶつけ合い、時には楽しく
お酒を飲み、有意義な会員の出会いの場を皆さんでつくって行きましょう。

監事　森本 克哉　（株）小松屋本店
監事講評、私も楽しみです。

監事　新井 義宗　群央繊維工業（株）
時代に合った監事を目指し頑張ります。
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を担当させていただきます。町田代表幹事のもと会員皆様と共に自社企業のため
、自分のため、地域社会のために緑水会活動を有意義なものになるよう努力をし
ていきたいと思っています。私自身の本年度の役割は、委員長を中心に委員会活
動が円滑に進められるように、側面からサポートをして、メンバー全員がこの１年
を終えたとき、緑水会に入会して良かった、役に立ったと思えるような年に出来れ
ばと考えています。
会員相互のコミュニケーションを大切に、時には意見をぶつけ合い、時には楽しく
お酒を飲み、有意義な会員の出会いの場を皆さんでつくって行きましょう。

監事　森本 克哉　（株）小松屋本店
監事講評、私も楽しみです。

監事　新井 義宗　群央繊維工業（株）
時代に合った監事を目指し頑張ります。

総務委員会 委員長　小林 祐介　（株）小林工業
「会の運営が円滑に進むように、微力ですががんばっていきます。
総務委員会のメンバーの方 よ々ろしくお願いします。

広報委員会 委員長　高橋 功二　（株）フジプランニング
35周年の節目に委員長を

会員委員会 委員長　宇野 友洋　（株）宇野製作所
当会の仲間に加えていただいてから、はや8年が経ちました。ここでの出会い、
出来事が社会人としての私の成長を支えてくれました。感謝!!今年度、
会員増強という重責を託され、微力ながら楽しく務めてまいりたいと思います。

経営委員会 委員長　小林 祐介　小林工業（株）
有意義な学びの場、行政との交流の場をご提案しながら、
メンバーと共に楽しみ、共に成長させて頂きます。

地域事業委員会 委員長　長坂 雅紀　（株）北栄
35周年おめでとうございます。『前橋市が好き』を合言葉に、この節目の年に
青年経済人として何が出来るかを考え行動したいと思います。

中長期ビジョン委員会 委員長　阿部 知章　（有）徳栄
３５年の歴史をしっかりと認識し、
今後の青年部活動の課題について理解、検討を行っていきます。

　今年度、昨年に引き続き副代表幹事を仰せつかり総務委員会と会員委員会を担当しますが、二人の若い委員長を全力でサポートしていきたいと思います。私たちを取り巻く環境は、昨
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研修会議への準備のスタート等、今年はかなり忙しい1年となります。私も会員のみなさんと一緒になって、町田代表幹事を精一杯盛り上げて行きたいと思います。今年1年よろしくお願
いします。　

副代表幹事　　永井 鉄平　（株）永井組

　平成２４年度、三年目の直前代表幹事を務めることとなりました。昨年は３月に発生した東日本大震災により経済情勢も大変厳しく揺れ動いたにもかかわらず、沢山の事業を行うこと
ができたのも会員メンバーの強い絆の証だと思っております。今年は創立３５周年記念式典が開催されます。これらの経験を基礎とし、平成２７年度の全国会長研修会開催に向けてのプ
ロセスを創り、良き仲間達と共に１歩を踏み出す勇気と新たなる局面に立ち向かい、これからの緑水会活動を会員メンバーみんなでしっかり支えて頂きたいと思います。

直前代表幹事　前田　 修　（株）マエダスタジオ

副代表幹事　　宮下　 学　宮下工業（株）

副代表幹事　　高野 和之　（株）高野商店

監事　　　　　森本 克哉　（株）小松屋本店

監事　　　　　新井 義宗　群央繊維工業（株）

　昨年度までは委員長を務めてまいりましたが、本年度は副代表幹事という大役を仰せつかり、身の引き締まる思いであります。町田代表幹事、そして両先輩副代表幹事のもと、緑水会
がより発展できるよう心掛けて努めてまいります。担当の委員会は、経営委員会と中長期ビジョン委員会であり、本年度の事業、そして今後の緑水会事業と多岐にわたりますが、各委員
会メンバーがより多く参加し活発な意見を出せるような委員会となるように、微力ではありますが委員長をサポートし盛り上げたいと思っております。１年間、よろしくお願いいたします。

　本年度、副代表幹事の大役を仰せつかりました、広報委員会と地域事業委員会を担当させていただきます。町田代表幹事のもと会員皆様と共に自社企業のため、自分のため、地域社
会のために緑水会活動を有意義なものになるよう努力をしていきたいと思っています。私自身の本年度の役割は、委員長を中心に委員会活動が円滑に進められるように、側面からサ
ポートをして、メンバー全員がこの１年を終えたとき、緑水会に入会して良かった、役に立ったと思えるような年に出来ればと考えています。
　会員相互のコミュニケーションを大切に、時には意見をぶつけ合い、時には楽しくお酒を飲み、有意義な会員の出会いの場を皆さんでつくって行きましょう。

　現在の自分が緑水会の監事として「会に対し何ができるか」という事を考えた時、
「創立３５周年を迎える緑水会の歴史を振り返り、自分が入会してから体験し学んだことを次世代に伝えていくこと」ではないかと考えました。卒業年度の自分が、先輩達から教わったこ
とや緑水会のメンバーとして学んだことをどのようにしてメンバーに伝え、活かしてもらうかを考えながら１年間頑張ろうと思います。１年は、あっという間に過ぎてしまいます。日々を大切
にしながら、いろいろな人との出会いや一生懸命学び勉強したことを伝え、後に「緑水会に入会してよかった」と言ってもらえる様になればと思います。

　サンスクリット語、即ち梵語の中に「煩悩」と言う言葉があります。人には百と八ッの妄念が有るといわれる。その108の煩悩の一つ一つを断ち切り未来永劫に歴史を伝承しまた、創生
していくのが今に生きる我々に課せられた責務でも在り創意であると考えます。今から108年前の1904年、我が国は大国である帝政ロシアと開戦しました。当時アジアの小国・日本が
勝利したのは、一兵卒や一国民が一つになったからこその大勝でした。また、開戦にあたり水面下では緻密な情報収集も要因だった。
　緑水会35年間の歴史と、その歴史を伝承して頂いた諸先輩に感謝しつつ、これから挙行される大事業に緑水会一丸となり成功し祝杯を挙げられる事を願信致します。

総務委員会 委員長　小林 祐介　（株）小林工業
「会の運営が円滑に進むように、微力ですががんばっていき
ます。
総務委員会のメンバーの方 よ々ろしくお願いします。

会員委員会 委員長　宇野 友洋　（株）宇野製作所
当会の仲間に加えていただいてから、はや8年が経ちまし
た。ここでの出会い、出来事が社会人としての私の成長を支
えてくれました。感謝!!今年度、会員増強という重責を託さ
れ、微力ながら楽しく務めてまいりたいと思います。

広報委員会 委員長　高橋 功二　（株）フジプランニング
緑水会のより一層の認知度の底上げの為、各種メディア（ラ
ジオ・TV・ネット）を使用した広報活動および、ローズクイー
ンが前橋市の観光特使として上手く機能するためのサポー
トに一年間務めます。

経営委員会 委員長　野村 雅弘　（株）北関スクリーン
有意義な学びの場、行政との交流の場をご提案しながら、
メンバーと共に楽しみ、共に成長させて頂きます。

中長期ビジョン委員会 委員長　阿部 知章　（有）徳栄
３５年の歴史をしっかりと認識し、今後の青年部活動の課
題について理解、検討を行っていきます。

地域事業委員会 委員長　長坂 雅紀　（株）北栄
35年の伝統のもと『前橋市が好き』を合言葉に、この節目の
年に青年経済人として何が出来るかを考え行動したいと思
います。
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■S42年度生
　新井　義宗　大澤栄一郎
　角田　健一　富澤　吾一
　中村　有香　深澤　和之
　深澤　哲生　森本　克哉
■S43年度生
　飯塚　輝明　岸部　　平
　長坂　雅紀　中津山俊輔
　林　　　豊　福田　聡樹
　星野　大輔　吉田　将輝

■S44年度生
　安孫子　健　阿部　知章
　池田　広之　大渕　尚親
　河瀬　修吾　木村　道俊
　佐川　哲一　佐藤　　敬
　塚越　正浩　寺澤　達也
　春山　和久　樋口　朋幸
　亦野　高裕
■S45年度生
　植木　威行　久保田雅幸
　後藤　寛之　寺島　崇雄
　永井　鉄平　難波　　努
　橋本　毅夫　町田　憲昭
　宮下　博和

■S46年度生
　伊藤　貴宏　井上　直也
　岩井　俊次　関　　隆行
　曽根　利光　堀口　晃一
　本多　秀彰　松本　　健
　宮下　　学
■S47年度生
　岡村　好樹　神澤　敏夫
　倉林　　健　塩原　　健
　高野　和之　田仲　恒夫
　寺沢　　勇　中島　　薫

■S48年度生
　五十嵐勝治　亀井　太一
　久保　　誠　関　　直人
　立見　公一　鳥越　淳司
　野村　雅弘　福島　信輔
　南山　　弘
■S49年度生
　小野里拓也　熊木　　宏
　萩原　　勝　羽生田泰文
　平形　敦史
■S50年度生
　池津　崇延　遠藤　宗司
　大門　龍一　中島　伸二
　藤咲　英樹　町田　晶也

■S51年度生
　天田　洋平　宇野　友洋
　高橋　功二　渡邊　辰吾
■S52年度生
　小林　祐介　斉藤　美絵
　須川　和紀　高橋　慎二
　田中　加奈　西巻佐和子
　福嶋　隆弘　韓　　真希
　丸橋美由希
■S53年度生
　岸　久美子　佐藤　有紀
　田中　　淳　綿引真之介
■S54年度生
　小池　常雄　田子　宏美

■S55年度生
　金井　誠　樋口　拓人
　藤生　武久
■S56年度生
　長島　　毅　若井　良昭
■S57年度生
　市川　麻紀
■S58年度生
　門倉　　稔　関上　舞衣
■S61年度生
　大関　光嗣　福井　優一

直前代表幹事 前田　修

監事 森本　克哉
新井　義宗

広報委員会

阿部　知章★

関　　直人★

神澤　敏夫★

田子　宏美★

吉田　将輝★

寺澤　達也★

立見　公一★

関　　隆行

塩原　　健

池津　崇延

中島　伸二

斉藤　美絵

佐藤　有紀

樋口　拓人

会員数105名：平成24年6月4日現在

中長期ビジョン
委員会

地域事業
委員会

★委員長

★副委員長

★理　事
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長坂　雅紀★

大澤栄一郎★

久保田雅幸★

中嶋　　薫★

寺島　崇雄★

倉林　　健★

富澤　吾一

深澤　哲生

木村　道俊

宮下　博和

松本　　健

堀口　晃一

池田　広之

寺沢　　勇

大門　龍一

田中　加奈

韓　　真希

福井　優一

経営委員会 会員委員会

野村　雅弘★

佐藤　　敬★

岩井　俊次★

久保　　誠★

萩原　　勝★

綿引真之介★

深澤　和之

佐川　哲一

大渕　尚親

田仲　恒夫

熊木　　宏

若井　良昭

西巻佐和子

須川　和紀

長島　　毅

市川　麻紀

門倉　　稔

宇野　友洋★

中津山俊輔★

塚越　正浩★

井上　直也★

伊藤　貴宏★

渡邊　辰吾★

中村　有香

飯塚　輝明

河瀬　修吾

難波　　努

橋本　毅夫

松本　　健

曽根　利光

福島　信輔

南山　　弘

小野里拓也

福嶋　隆弘

岸　久美子

金井　　誠

大関　光嗣

高橋　功二★

春山　和久★

亀井　太一★

天田　洋平★

林　　　豊★

羽生田泰文★

角田　健一

安孫子　健

岡村　好樹

町田　晶也

高橋　慎二

丸橋美由希

関上　舞衣

総務委員会

小林　祐介★

樋口　朋幸★

平形　敦史★

遠藤　宗司★

福田　聡樹★

星野　大輔★

植木　威行★

岸部　　平

亦野　高裕

後藤　寛之

本多　秀彰

五十嵐勝治

鳥越　淳司

藤咲　英樹

小池　常雄

藤生　武久

副代表幹事 永井 鉄平★　宮下 　学★　高野　和之★

代表幹事 町田 憲昭★事務局

役員会

総　会代表幹事
直前代表幹事
副代表幹事
監事（議決権無） 
理事（正副代表幹事含む） 
役員合計

1名
1名
3名
2名
42名
45名

平成24年度前橋商工会議所青年部組織図
ORGANIZATION DIAGRAM

前橋商工会議所青年部創立35周年

青年部正会員紹介



特別会員紹介
①会社名　②役職　③勤務先住所　④勤務先電話

2007年度
卒業

2008年度
卒業

2009年度
卒業

2010年度
卒業

2011年度
卒業

長谷  浩克
 ハ 　 セ 　  ヒ ロ カ ツ

①
②
③

3④

カネコ種苗㈱
常務取締役財務部長
古市町1-50-12
251-1619

石川　達矢
イ シ カ ワ 　 　 タ ツ  ヤ

①
②
③

3④

朝日印刷工業㈱
専務取締役
元総社町67
251-1212

飯塚　正人
イ イ ヅ カ 　 　 マ サ  ト

①
②
③

3④

㈲飯塚表具内装店
代表
三俣町1-41-14
224-7799

小野　昌人
 オ 　 ノ 　 　  マ サ  ト

①
②
③

3④

田中屋製菓
代表
若宮町1-7-4
231-6742

金児　正成
カ ネ  コ 　 　  マ サ ナ リ

①
②
③

3④

新進物産㈱
代表取締役
鳥羽町820-1
289-9595

鶴見　正宣
ツ ル  ミ 　    マ サ ノ リ

①
②
③

3④

新和商事㈱
代表取締役
西片貝町5-25-17
243-6865

田島　雅彦
 タ  ジ マ 　 　 マ サ ヒ コ

①
②
③

3④

上州たじま

亀泉町3-48
269-0539

山岸　直樹
ヤ マ ギ シ 　 　 ナ オ  キ

①
②
③

3④

Ｐ-コミュニケーションヤマギシ
代表
天川大島町1101-1
263-2483

養田　博美
ヨ ウ  ダ 　 　  ヒ ロ  ミ

①
②
③

3④

如心の里ひびき野
代表取締役
渋川市伊香保町403-125
0279-72-7022

田中　健一
 タ  ナ カ 　 　 ケ ン イ チ

①
②
③

3④

㈲田中人形
代表取締役
若宮町3-17-12
231-8566

岡　重光
オ カ 　 　 シ ゲ ミ ツ

①
②
③

3④

群馬ヤクルト販売㈱
宅配サービス部課長
高井町1-7-1
251-8960

一守和子
イ チ モ リ カ ズ  コ

①
②
③

3④

一守商事㈲
代表取締役
敷島町265-1
232-4571

関　和行
セ キ 　 　 カ ズ ユ キ

①
②
③

3④

上武測量設計㈱
代表取締役
朝倉町3-12-6
263-2782

川尻　賢
カ ワ ジ リ 　 　 マサル

①
②
③

3④

㈱川尻電気
代表取締役
朝日町3-12-14
224-5943

石井　繁紀
イ シ  イ 　 　  シ ゲ ノ リ

①
②
③

3④

㈱石井設計
代表取締役社長
南町　4-29-1
221-1717

三輪田　聡
 ミ 　 ワ 　 タ 　  　 サトシ

①
②
③

3④

タチバナ自動車工業㈱
代表取締役社長
上佐鳥町937-1
210-0788

小野　靖浩
 オ 　 ノ 　 　  ヤ ス ヒ ロ

①
②
③

3④

㈱高取製作所
代表取締役
鳥羽町304
251-4111

伴　卓
バ ン 　 　 タ ク

①
②
③

3④

㈱両毛製作所
代表取締役社長
高井町1-9-8
253-2315

田島　宏明
 タ  ジ マ 　 　 ヒ ロ ア キ

①
②
③

3④

㈱田島屋商店
代表取締役社長
若宮町2-3-5
231-1488

塩谷　勝利
シ オ  ヤ 　 　  カ ツ ト シ

①
②
③

3④

㈱ヌードウエア
代表取締役
敷島町244-13　2Ｆ
220-9500

松下　俊宏
マ ツ シ タ 　 　 ト シ ヒ ロ

①
②
③

3④

㈱プロフォーム
代表取締役
三俣町1-1-4
237-4138

阿久津　和彦
 ア 　 ク 　 ツ 　 　  カ ズ ヒ コ

①
②
③

3④

㈲ケープランニング
代表取締役
上佐鳥町566-3
290-3777

北爪　英樹
キ タ ヅ メ 　 　 ヒ デ  キ

①
②
③

3④

協和産業㈱
代表取締役
文京町4-22-25
221-4132

竹村　修
タ ケ ム ラ 　 　 オサム

①
②
③

3④

大黒食品工業㈱
代表取締役社長
玉村町藤川128
0270-65-2311

田村　幸雄
 タ  ム ラ 　 　 ユ キ  オ

①
②
③

3④

㈲大地メディカル
代表取締役
国領町1-11-22-901
237-3393

堀　三男
ホ リ 　 　 ミ ツ  オ

①
②
③

3④

堀建築
代表
総社町総社3610-6
252-7167

大島　昭夫
オ オ シ マ 　 　 ア キ  オ

①
②
③

3④

富士ロイヤルオフィス
代表
東片貝町379-2
261-1515

町田　信明
マ チ  ダ 　 　  ノ ブ ア キ

①
②
③

3④

㈱ブレーンストーミング
代表取締役社長
前箱田町100-1
280-4012

阿久津　洋
 ア 　 ク 　 ツ 　  　 ヨ ウ

①
②
③

3④

利根電気工事㈱
営業部
箱田町565-1
251-2344

木暮　一裕
 コ  グ レ 　 　 カ ズ ヒ ロ

①
②
③

3④

㈱群馬清風園
専務取締役
関根町390
231-3863

角張　智之
カ ク バ リ 　 　 ト モ ユ キ

①
②
③

3④

㈱ヤマニ熱工業
代表取締役
表町2-18-15
225-7400

三輪　洋之
 ミ 　 ワ 　 　  ヒ ロ ユ キ

①
②
③

3④

㈱加藤会計センター
税理士
大利根町2-31-20
280-3700

小倉　秀之
 オ  グ ラ 　 　 ヒ デ ユ キ

①
②
③

3④

㈱群馬アイエス
マーケティング室室長
下新田町63　読売合同ビル3Ｆ
253-2304

中田　和郎
ナ カ  タ 　 　  カ ズ  オ

①
②
③

3④

㈲ナカタ
代表取締役
若宮町3-7-22
232-2909

根岸　雅一
 ネ  ギ シ 　 　 マ サ イ チ

①
②
③

3④

㈲花の芙蓉苑
代表取締役
大利根町2-41-10
252-0578

星野　洋一
ホ シ  ノ 　 　  ヨ ウ イ チ

①
②
③

3④

㈱文真堂書店
代表取締役社長
高崎市井野町682-1
027-364-9000

中村　丙午
ナ カ ム ラ 　 　 ヘ イ  ゴ

①
②
③

3④

群馬日野自動車㈱
専務取締役
上増田町258-10
267-7210

八木原　重雄
 ヤ 　 ギ  ハ ラ 　 　 シ ゲ  オ

①
②
③

3④

㈱発田
専務取締役
富士見町赤城山1741-9
288-5118

海老沼　孝之
 エ 　 ビ  ヌ マ 　 　 タ カ ユ キ

①
②
③

3④

イーケーエレベータ㈱
代表取締役
高崎市箕郷町上芝688
027-371-7000

稲村　啓
イ ナ ム ラ 　 　 ケ イ

①
②
③

3④

㈱丸大オヲツヤ商店
代表取締役社長
五代町678-3
212-7002
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故 昭和59年 1 月16日 逝去宮　下　俊　明
故 昭和61年 4 月10日 逝去佐々木　長　重
故 昭和62年 2 月26日 逝去新　井　春　男
故 平成 2年 1月10日 逝去藤　吉　小四郎
故 平成 2年11月 1 日 逝去福　島　　浩
故 平成 9年 4月 3日 逝去川　隅　　孝

故 平成19年 1 月28日 逝去柳　井　七　郎

故 平成12年 9 月 5 日 逝去平　沢　進　吉
故 平成13年12月 2 日 逝去斉　藤　亮　三

故 平成18年 2 月 3 日 逝去永　井　勝　人
故 平成18年 4 月 3 日 逝去直　田　信　彦

故 平成20年12月 3 日 逝去大　島　幹　男
故 平成20年11月14日 逝去斉　藤　　　隆

故 平成12年 2 月19日 逝去鈴　木　功　三
故 平成12年 6 月22日 逝去金　井　敏　幸

故 平成13年12月27日 逝去前　田　光　雄

故 平成23年 4 月 6 日 逝去池　下　洋　一
故 平成24年 5 月21日 逝去戸　塚　欣　壽

故 平成16年 6 月16日 逝去川　上　博　巳
故 平成16年 7 月16日 逝去星　野　重　敏

故 平成18年 1 月12日 逝去金　井　良　和

故 平成 3年 9月 1日 逝去佐　田　一　郎

故 平成 3年 5月15日

会頭

専務理事 逝去清　水　秀　雄

設立協力物故者名簿

物故会員名簿 志なかばにして他界された 17 名に対して謹んでご冥福をお祈りいたします。

稲村　啓 / ㈱丸大オヲツヤ商店 平成5年8月4日入会
緑水会もついに卒業するときがきました。
お蔭様で沢山の方とご縁を頂き、この会ならではの色々な経験をする事が出来ました。続けられることが出来たのも、熱い
仲間がいたからこそだと思います。19年在籍させていただき、最後の神輿で拍子木を渡されたのは何にも代え難い最高のサ
プライズでした。
生まれ育った前橋を未来永劫に渡り私たちが、また子供達が誇れる前橋にしていくために現役の皆様の更なる活躍を祈念し
ています。

海老沼　孝之 / イーケーエレベータ㈱ 平成16年6月4日入会
　前橋商工会議所青年部緑水会に入会したのが、平成16年6月で、7年が経過しました。もともと、高崎市の住人だった私を、快
く入会させて頂き、感謝しています。
この七年間で、様々な前橋市の行事に参加させて戴いたり、前橋祭りでは、大人神輿の部長までさせて頂きました。その中で、
理事・副委員長・委員長もさせて頂き、また、会員皆様の協力を得て、大きな事業も楽しく、大盛況で出来ました。（本当に有難う
御座いました。）この委員長経験も大きな記憶と共に、私の人生での大切な思い出になっています。
先輩方から学んだ事、会員皆さんから教えられた事等を、今後も活かし、頑張ります。
短い期間の在籍でしたが、本当に有難う御座いました。皆さんの今後の活躍を祈念しております。

星野　洋一 / ㈱文真堂書店 平成11年12月6日入会

根岸　雅一
㈲花の芙蓉苑
平成9年6月3日入会

　久しぶりに緑水手帳を見てみました。私は平成11年12月6日に入会していました。
13年間、大変お世話になりました。いまさらではありますが、その間、あまり積極的に参加できなかったことが悔やまれます。
みなさんに先輩らしいことは何一つできませんでしたが、いつも暖かく迎え入れてくれて、本当にありがとうございました。
私を反面教師として、悔いのない緑水生活を送ってください。

中村　丙午 / 群馬日野自動車㈱ 平成14年6月3日入会
　もう４５歳、緑水会を卒業となってしまいました。
幽霊会員の私でしたが、町田代表幹事に声をかけていただき理事になってから緑水会 のことが少し見えるようになり、役員
会だけでもと思いできるだけ出席するように努 めました。このことは大変良い経験をさせていただきました。
会のために何を残せたわけではありませんが、同年代の異業種の方々と交流ができた ことがなによりの貴重な経験ができた
と思っております。
最後に緑水会の皆様、そして前橋商工会議所の皆様の益々のご繁栄を申し上げますと 共に皆様に感謝申し上げます。ありが
とうございました。

八木原　重雄 / ㈱発田 平成11年6月4日入会
　入会当時はヤクルト星野社長が委員長を務める会員委員会に入り、色々な行事に、積極的に参加したいとの抱負を述べ
たもののその後5年間は軽井沢に支店を出した関係でぱったり会に参加出来なくなり瞬く間に卒業の歳となってしまいま
した。
しかし、最後の年に高野委員長のもと総務委員会で色々経験させていただき思い出深い一年を過ごすことが出来ました。
お世話になった、緑水会会員の皆様、そして会議所の皆様大変ありがとうございました。

message

会員委員長
宇野　友洋

会員委員会は新たな会員の方が所属する委員会です。主に会員同士の親睦
交流に関する行事を受け持ち、同時に緑水会の基礎を学んでいただきます。
入会される方にとっても、我々にとっても、人脈を広げるということは、ビジネスや
自身の成長に繋がる出会いがきっとあるはずです。多くの仲間と出会い、語り、
経験し、自己研鑽をすることが企業や地域の発展につながると緑水会一同考
えております。一緒に活動していただける方のご入会をお待ちしております。

　　　　　　　入会案内
当会では、前橋市在住もしくは、前橋市内にて事業を営ん
でおられる方を対象に広くメンバーを募集しております。
　　　　　　　　　 会員条件
●前橋市在住もしくは、前橋市に法人がある事業者もし
　くは、その社員。
●満20才以上満45才未満の方。

新入会員募集

Q1．緑水会って何をしているの？
A.地元の青年経済人が資質を研鑽する会で
　す。会員相互の交流を通じて、企業の発展
　と豊かな郷土づくりに貢献しています。

Q２．集まりは必ず出ないとダメなの？
A.基本的には毎月２回程度、仕事優先で出欠
　は自由ですが、多くのメンバーが自分の時間
　を自己管理して積極的に参加しています。

Q３．４０歳過ぎてからの入会は大丈夫ですか？
A.ＯＫです。４５歳で卒業ですが、その後も「緑
　詩会」というＯＢ会で交流しています。

Q４．入会方法は？
A.下記のウェブへアクセス！もしくは事務局へ
　お電話を。お気軽に何でもお尋ねください！
　http://www.maebashi-yeg.com/
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PtB それは、自分たちの活動に対する責任感、そして、YEGの一体感の輪を力強く広げるバトン。

そのバトンは、先輩から現役会員、そして後輩へ。

そのバトンは、仲間へ、家族へ、そして地域社会へ。

バトンをただ渡すのではなくて、大切なのは繋がること。価値観を共有すること。

35周年という節目である本年、先人の偉業に敬意を払い、その歴史を学び、会員相互で価値観を再認識し、

「Pass the BATON」で絆の力を強め、未来に向かって歩み始める年にしたい。
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